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■第１章 計画の概要  
   

 第１章 計画の概要 

 

１．計画策定の趣旨 

 

江差町では、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下、「障

害者総合支援法」という。）」に基づき、障がい福祉サービスや地域生活支援事業の必要な見

込量とそれを確保するための方策を定めた「江差町第５期障がい福祉計画」（計画期間：平成

３０～令和２年度）を策定し、障がい福祉制度の円滑な実施に努め、誰もが安心して暮らせ

る町づくりを進めてきました。 

 

これまで、平成３０年４月には、障がいを理由とする差別の解消の推進に関する基本的事

項や、国や地方公共団体等と民間事業者における差別を解消するための措置などについて定

めた「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（以下、「障害者差別解消法」とい

う。）」が施行されました。また、同年６月には「障害者総合支援法」が改正され、障がい者

が自ら望む地域生活を営むことができるよう「生活」と「就労」に関する支援の一層の充実

を図るとともに、児童福祉法の一部改正により、障がい児支援のニーズの多様化にきめ細か

く対応するための支援の充実を図ることとし、いずれも令和２年４月から施行されました。 

 

 令和２年６月には、地域共生社会の実現を図るため、地域住民の複雑化・複合化した支援

ニーズに対応する包括的な福祉サービス提供体制を整備する観点から「地域共生社会の実現

のための社会福祉法等の一部を改正する法律」が公布され、令和３年４月より施行されます。 

 

これらの背景を踏まえ、令和２年度末をもって現行の計画が終了となることから、障害者

総合支援法と児童福祉法に基づき、国から示された基本指針＊を踏まえて、令和３年度から

令和５年度までを計画期間とする「第６期江差町障がい福祉計画」に加え、「第２期江差町障

がい児福祉計画」を一体的に策定するものです。 

 

 

 

 

 

＊基本指針 

障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的な指針 

（平成 18年厚生労働省告示第 395号） 
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■第１章 計画の概要  
   

２．計画の位置づけ 

 

（１）江差町障がい福祉計画 
 

江差町障がい福祉計画は、障害者総合支援法第８８条に基づき、国が示す「基本指針」や

北海道が策定する「第６期障がい福祉計画」との整合性を保ちながら、障害者総合支援法に

よる障がい福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業（以下「障がい福祉サービス等」

という。）の提供体制の確保に関する計画として定めるものです。 

 

■障害者総合支援法（抜粋） 
（市町村障害福祉計画） 

第８８条 市町村は、基本指針に即して、障害福祉サービスの提供体制の確保その他この法律に基づ

く業務の円滑な実施に関する計画（以下「市町村障害福祉計画」という。）を定めるものとする。 

２ 市町村障害福祉計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。 

(１) 障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体制の確保に係る目標に関する事項 

(２) 各年度における指定障害福祉サービス、指定地域相談支援又は指定計画相談支援の種類ごとの

必要な量の見込み 

(３) 地域生活支援事業の種類ごとの実施に関する事項 

３ 市町村障害福祉計画においては、前項各号に掲げるもののほか、次に掲げる事項について定める

よう努めるものとする。 

(１) 前項第２号の指定障害福祉サービス、指定地域相談支援又は指定計画相談支援の種類ごとの必

要な見込量の確保のための方策 

(２) 前項第２号の指定障害福祉サービス、指定地域相談支援又は指定計画相談支援及び同項第３号

の地域生活支援事業の提供体制の確保に係る医療機関、教育機関、公共職業安定所その他の職

業リハビリテーションの措置を実施する機関その他の関係機関との連携に関する事項 

４～５（略） 

６ 市町村障害福祉計画は、児童福祉法第３３条の２０第１項に規定する市町村障害児福祉計画と一

体のものとして作成することができる。 

 

（２）江差町障がい児福祉計画 
 

江差町障がい児福祉計画は、児童福祉法第３３条の２０により、国が示す「基本指針」や、

北海道が策定する「第６期北海道障がい福祉計画（第２期北海道障がい児福祉計画）」との整

合性を保ち、障がいのある児童が身近な地域で支援を受けることができるよう、児童福祉法

による障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確保に関する計画として定めるもの

です。 

また、「障がい児福祉計画」は、「障がい福祉計画」と一体のものとして作成することがで

きることと規定されていることから、本町においては両計画を一体のものとして策定します。 
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■第１章 計画の概要  
   

■児童福祉法（抜粋） 
第３３条の２０ 市町村は、基本指針に即して、障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確

保その他障害児通所支援及び障害児相談支援の円滑な実施に関する計画（以下「市町村障害児福祉計

画」という。）を定めるものとする。 

２ 市町村障害児福祉計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。 

(１) 障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確保に係る目標に関する事項 

(２) 各年度における指定通所支援又は指定障害児相談支援の種類ごとの必要な見込量 

３ 市町村障害児福祉計画においては、前項各号に掲げるもののほか、次に掲げる事項について定め

るよう努めるものとする。 

(１) 前項第２号の指定通所支援又は指定障害児相談支援の種類ごとの必要な見込量の確保のため

の方策 

(２) 前項第２号の指定通所支援又は指定障害児相談支援の提供体制の確保に係る医療機関、教育機

関その他の関係機関との連携に関する事項 

４～５（略） 

６ 市町村障害児福祉計画は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第８８

条第１項に規定する市町村障害福祉計画と一体のものとして作成することができる。 

 

 

 

国      

（基本指針）      

         

  第６期北海道障がい福祉計画  
江差町総合計画 

 

  (第２期北海道障がい児福祉計画)   

             

     江差町地域福祉計画   

   整合性の確保 共通事項     

       関連計画 

第６期 江差町障がい福祉計画 調和 ■江差町介護保険事業計画 

（障害者総合支援法第８８条）   ■江差町高齢者福祉計画 

第２期 江差町障がい児福祉計画   
■江差町子ども・子育て支援事業計画 

■江差町子どもの未来応援計画 

（児童福祉法第３３条の２０）   ■江差町教育推進計画 

    ■江差町健康増進計画 等 
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■第１章 計画の概要  
   

３．計画の期間 

 

本計画は、令和３年度から令和５年度までを計画期間とします。 

ただし、計画期間中に法令の見直し等本計画の策定内容に大きく影響を及ぼす改訂等があ

った場合には、必要に応じて計画の見直しを行うものとします。 

 

 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

 

第５次 総合計画 

 

第６次 総合計画 

 

第３期  

地域福祉計画 

 

第４期 地域福祉計画 

 

第５期 地域福祉計画 

 

第６期 

高齢者福祉計画 

介護保険事業計画 

第４期 

障がい福祉計画 

 
 

第７期 

高齢者福祉計画 

介護保険事業計画 

第５期 

障がい福祉計画 

第１期 

障がい児福祉計画 

 
 

第８期 

高齢者福祉計画 

介護保険事業計画 

第６期 

障がい福祉計画 

第２期 

障がい児福祉計画 

 

第９期 

高齢者福祉計画 

介護保険事業計画 

第７期 

障がい福祉計画 

第３期 

障がい児福祉計画 

 

第１期 子ども・子育て支援事業計画 

 

第２期 子ども・子育て支援事業計画 

第１期 子どもの未来応援計画 

（貧困対策推進計画） 

 

 

第３期 

子ども・子育て

支援事業計画 

第２期 

子どもの未来 

応援計画 

 

教育

推進

計画 

 

教育推進計画 

 

教育推進計画 

 

教育

推進

計画 

 

 

    健康増進計画（別冊） 

健康増進計画    中間評価(Ｒ２)  健康増進計画      

自殺対策計画  中間評価(Ｒ２)  自殺対策計画 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 
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■第１章 計画の概要  
   

４．法令等改正の動き 

 

◆発達障害者支援法の施行（平成１７年） 
◆障害者自立支援法の施行（平成１８年） 
◆障害者自立支援法の改正（平成２２年） 
◆児童福祉法の改正（平成２２年） 
◆障害者基本法の改正（平成２３年） 
◆障害者虐待防止法の施行（平成２４年） 
◆障害者総合支援法の一部施行（平成２５年） 
◆児童福祉法の改正（平成２５年） 
◆障害者優先調達の施行（平成２５年） 
◆精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の改正（平成２６年） 
◆生活困窮者自立支援法の施行（平成２７年） 
◆障害者差別解消法の施行（平成２８年） 
◆成年後見制度利用促進法の施行（平成２８年） 
◆発達障害者支援法の改正（平成２８年） 
◆介護保険法の改正（平成２９年） 
◆障害者雇用促進法の改正・施行（平成３０年） 
 

◆障害者総合支援法及び児童福祉法の改正（平成３０年） 
 障がいのある方が自ら望む地域生活を営むことができるよう「生活」と「就労」に対する支

援の一層の充実や高齢障がい者による介護保険サービスの円滑な利用を促進するための見直

しが行われるとともに、障がい児支援のニーズの多様化にきめ細かく対応するための支援の

拡充を図るほか、サービスの質の確保・向上を図るための環境整備が行われた。 

（１）障がい者の望む地域生活の支援 

 ①地域生活を支援する新たなサービス（自立生活援助）の創設 

 ②就労定着に向けた支援を行う新たなサービス（就労定着支援）の創設 

 ③重度訪問介護の訪問先の拡大 

 ④高齢障がい者の介護保険サービスの円滑な利用 

（２）障がい者支援ニーズの多様化へのきめ細かな対応 

 ①居宅訪問により児童発達支援を提供するサービスの創設 

 ②保育所等訪問支援の支援対象の拡大 

 ③障がい児のサービス提供体制の計画的な構築 

（３）サービスの質の確保・向上に向けた環境整備 

 ①補装具費の支給範囲の拡大（貸与の追加） 

 ②障がい福祉サービス等の情報公表制度の創設（都道府県） 
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■第１章 計画の概要  
   

◆高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部改正（平成３０年） 
理念規定に、共生社会の実現、社会的障壁の除去に留意すべき旨を明確化し、国及び国民

の責務に、高齢者、障がい者等に対する支援を明記し、全国におけるバリアフリー化を一層

推進するために総合的な措置を講ずることとされた。 

 

◆障害者による文化芸術活動の推進に関する法律（平成３０年） 
施設のバリアフリー化や情報保障といった、障がい者が文化芸術を鑑賞しやすくする取り

組みや、作品を発表できる機会の確保、著作権の保護、高い評価を受けた作品の販売・発信に

関する支援等、障がい者が、文化芸術を鑑賞・参加・創造できるための環境整備や、そのため

の支援を促進することとされた。 

 

◆ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策の総合的かつ一体的な推進に関する法律 
（平成３０年） 

ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策を総合的かつ一体的に推進するため、国等の責務

を明記し、諸施策の実施状況の公表や諸施策の策定にあたっての留意点を定めた。 

 

◆障害者の雇用の促進等に関する法律の一部改正（令和元年） 
国及び地方公共団体において障がい者の雇用状況を的確に把握することが求められるとと

もに、民間の事業主に対する措置として、一定の条件を満たす短時間労働者を雇用する事業

主に対する給付金の支給や障がい者の雇用の促進等に関する取り組みの実施状況が優良な中

小事業主の認定等の新たな制度が盛り込まれた。 

 

◆成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化を図るための関係法律の整備に

関する法律（令和元年） 
成年後見制度の利用の促進に関する法律に基づく措置として、成年被後見人及び被保佐人

の人権が尊重され、成年被後見人等であることを理由に不当に差別されないよう、成年被後

見人等を資格、職種、業務等から一律に排除する規定（欠格条項）を設けている各制度につい

て、心身の状況を、個別的、実質的に審査し、制度ごとに必要な能力の有無を判断する規定へ

と適正化するための措置を講ずることとされた。  
◆視覚障害者等の読書環境の整備の方針に関する法律（令和元年） 
視覚障がいのある人等の読書環境の整備推進に関し、国や自治体が果たすべき責務等を明

記するとともに、図書館利用に係る体制整備等の視覚障がい者等の読書環境の整備を総合的

に進めるための施策が示された。 
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■第１章 計画の概要  
   

◆聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律（令和２年） 

 聴覚障がいのある人等の日常生活のコミュニケーションや緊急時における電話利用の障壁

を無くし、電話利用の円滑化を図るために国の基本方針の策定と、手話通訳者が通訳オペレ

ーターとなって手話または文字と音声に通訳し、他者との意思疎通を介する「電話リレーサ

ービス」に関する交付金制度の創設が定められた。 

 

◆障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的

な指針（令和２年） 
 障害者総合支援法及び児童福祉法の趣旨等を踏まえ、障がいのある人等の地域生活を支援

するためのサービス基盤整備等に係る令和５年度末の目標を設定するとともに、令和３年度

から令和５年度までの第６期障がい福祉計画及び第２期障がい児福祉計画の作成又は変更に

当たって即すべき事項を定め、障害福祉サービス及び相談支援並びに市町村及び都道府県の

地域生活支援事業並びに障害児通所支援、障害児入所支援及び障害児相談支援を提供するた

めの体制の確保が総合的かつ計画的に図られるようにすることを目的として改正された。 

５．計画の対象者及び障がいのある方の範囲 

 

計画の対象者は、身体障がいのある方、知的障がいのある方、精神障がいのある方、発達障

がいのある方及び難病等の方です。 

平成２５年４月より、障がいのある方の定義に新たに追加された難病等（治療方法が確立

していない疾病その他の特殊の疾病であって政令で定めるものによる障がいの程度が厚生労

働大臣が定める程度である方）については、制度の隙間のない支援を提供する観点の下、令

和元年７月から対象となる疾病が３５９から３６１へ拡大され、より多くの難病等の方が、

障がい福祉サービス等の対象となっています。 

 

 

■障害者総合支援法（抜粋） 
第４条 この法律において「障害者」とは、身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者、知的障害

者福祉法にいう知的障害者のうち１８歳以上である者及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律

第５条に規定する精神障害者（発達障害者支援法（平成１６年法律第１６７号）第２条第２項に規定す

る発達障害者を含み、知的障害者福祉法にいう知的障害者を除く。以下「精神障害者」という。）のう

ち１８歳以上である者並びに治療方法が確立していない疾病その他の特殊の疾病であって政令で定め

るものによる障害の程度が厚生労働大臣が定める程度である者であって１８歳以上であるものをい

う。 

２ この法律において「障害児」とは、児童福祉法第４条第２項に規定する障害児をいう。 
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■第１章 計画の概要  
   

■児童福祉法（抜粋） 
第４条 この法律で、児童とは、満１８歳に満たない者をいい、児童を左のように分ける。 

（１） 乳児 満１歳に満たない者 

（２） 幼児 満１歳から、小学校就学の始期に達するまでの者 

（３） 少年 小学校就学の始期から、満１８歳に達するまでの者 

２ この法律で、障害児とは、身体に障害のある児童、知的障害のある児童、精神に障害のある児童

（発達障害者支援法（平成１６年法律第１６７号）第２条第２項に規定する発達障害児を含む。）

又は治療方法が確立していない疾病その他の特殊の疾病であって障害者の日常生活及び社会生

活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号）第４条第１項の政令で定めるも

のによる障害の程度が同項の厚生労働大臣が定める程度である児童をいう。 

６．計画に係る国の成果目標の見直しについて 

 

（１）福祉施設の入所者の地域生活への移行（令和５年度末の目標値） 
○施設入所者の地域生活への移行 

・地域移行者数：令和元年度末時点の施設入所者数の６％以上 

・施設入所者数：令和元年度末時点の施設入所者数の１．６％以上削減 

 

（２）精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築（令和５年度末の目標値） 
○精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

 ・精神障がい者の精神病床から退院後１年以内の地域における平均生活日数:３１６日以上 

 ・精神病床の１年以上入院患者数：都道府県の地域における入院患者の性別及び年齢階級

別の入院受療率、推計人口、治療薬の普及等による効果や実績を勘案して算定した入院

患者数  

 ・退院率：３か月後 ６９％以上、６か月後 ８６％以上、１年後 ９２％以上 

 

（３）地域生活支援拠点等が有する機能の充実（令和５年度末までの目標値） 
 ○地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

 ・各市町村又は各圏域に少なくとも１つ以上確保しつつ年１回以上運用状況を検証、検討  
（４）福祉施設から一般就労への移行等（令和５年度中の目標値） 
 ○福祉施設から一般就労への移行等 

・一般就労への移行者数：令和元年度の１．２７倍以上、うち移行支援事業：１．３０倍以

上、就労Ａ型：概ね１．２６倍以上、就労Ｂ型：概ね１．２３倍以上 

・就労定着支援事業利用者：一般就労移行者のうち、７割以上の利用 

 ・就労定着率８割以上の就労定着支援事業所：７割以上   
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■第１章 計画の概要  
   

（５）障がい児支援の提供体制の整備等（令和５年度末までの目標値） 
○障がい児支援の提供体制の整備等 

・児童発達支援センターを各市町村に少なくとも１箇所以上設置（圏域での設置も可） 

・保育所等訪問支援を利用できる体制を各市町村で構築 

・各都道府県において難聴児支援のための中核的機能を果たす体制の確保 

・主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所、放課後等デイサービス事業所を

各市町村に少なくとも１箇所以上確保（圏域での確保も可） 

・医療的ケア児支援の協議の場（都道府県、圏域、市町村ごと）の設置及び医療的ケア児等

に関するコーディネーターの配置（圏域での設置も可）  
（６）相談支援体制の充実・強化等（令和５年度末までの目標値） 
 ○相談支援体制の充実・強化等 

・各市町村又は各圏域で、相談支援体制の充実・強化に向けた体制を確保 

 

（７）障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築（令和５年

度末の目標値） 
○障害福祉サービス等の質の向上 

・各都道府県や各市町村において、サービス等の質の向上を図るための体制構築 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

 第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
１．人口の推移 

 

 江差町の人口は年々減少しており、令和２年１２月末現在で７，３１０人となっており、平成

１２年度末の人口と比較すると３，６４９人の減少です。 

 年齢３区分別の人口比率でみると、０～１４歳の年少人口が７．９％、１５歳～６４歳の生産

年齢人口が５３．６％で平成１２年度からみると、年少人口は６．２ポイントの減、生産人口で

は１０．５ポイント減少がみられています。一方で６５歳以上の高齢者人口は３８．５％と１６．

７ポイント増加しており、少子高齢化が顕著に進行している状況を表しています。 

 また、１世帯あたりの人員は１．７４人と２人を割り込んでおり、少子高齢化や生活スタイル

の変化により 1世帯あたりの人員は年々減少しています。 

 

【年齢３区分別】     （単位：人） 

区  分 H12 H22 H27 H30 Ｒ１ Ｒ２ 

総人口 10,959 9,004 8,248 7,564 7,365 7,310 

年少人口 

（0～14歳） 
1,540 1,041 818 656 594 574 

 構成比 14.1% 11.6% 9.9% 8.7% 8.1％ 7.9% 

生産年齢人口 

（15～64歳） 
7,028 5,221 4,591 4,090 3,956 3,918 

 構成比 64.1％ 58.0% 55.7% 54.1% 53.7％ 53,6％ 

高齢者人口 2,391 2,742 2,839 2,818 2,815 2,818 

 65～74歳 1,283 1,267 1,264 1,253 1,242 1,264 

 75歳以上 1,108 1,475 1,575 1,565 1,573 1,554 

 構成比 21.8% 30.5% 34.4% 37.3% 38.2％ 38.5％ 

                    資料：国勢調査（総務省統計局）・住民基本台帳 

                                 ※Ｒ２のみ 12月末現在の数字です。  

 総人口(人) 世帯数(戸) １世帯当たり人員 

 Ｈ12 10,959 4,523 2.42 

 Ｈ22 9,004 3,968 2.27 

 Ｈ27 8,248 3,752 2.20 

 Ｈ30 7,564 4,202 1.80 

 Ｒ2 7,310 4,194 1.74 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

２．障がいのある人・障がいのある児童等の状況  
（１）身体に障がいのある人    身体に障がいがある人（身体障害者手帳所持者）は、令和元年度末現在で５４１人で 

平成２８年度末の５４３人とほぼ変わらない人数です｡ 

 障がい種別で大きく増加しているのは、「内部障がいの心臓機能障がい」の方が１０人、 

次いで「視覚障がい」が３人となっています。心臓機能障がいの方は、ペースメーカーや 

除細動器の植込みが主な理由です。じん臓機能障がいの方が５人減っていますが、透析患 

者さんの死亡、転出によるものです。令和２年度中には再度じん臓機能障害の新規申請が 

増えております。等級別では最重度の１級が最も多く３３．１％、４級が２４．６％、 

３級が１４．６％、２級が１２．６％となっております。 

【身体障害者手帳所持者数（障がい種別）】 （単位：人） 

区 分 H28 H29 H30 Ｒ１ 

視覚障がい 34 36 33 37 

聴覚・平衡機能障がい 42 41 40 40 

音声・言語・そしゃく機能障がい 7 6 5 4 

肢体不自由・運動機能障がい 328 326 321 321 

内
部
障
が
い 

心 臓 80 83 94 90 

じん臓 30 29 28 25 

呼吸器 4 4 4 5 

ぼうこう又は直腸 17 18 19 18 

小 腸 0 0 0 0 

免 疫 0 0 0 0 

肝 臓 1 1 1 1 

合 計 543 544 545 541 

 （資料：北海道檜山振興局） 
 

【身体障害者手帳所持者数（等級別）】 （単位：人） 

区 分 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ 

１ 級 186 171 171 173 183 179 

２ 級 90 84 79 76 69 68 

３ 級 85 83 82 83 79 79 

４ 級 140 137 132 132 135 133 

５ 級 48 48 49 48 48 49 

６ 級 36 31 30 32 31 33 

合 計 585 554 543 544 545 541 

（資料：北海道檜山振興局） 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

（２）精神に障がいのある人  
  精神に障がいがある人の手帳は「精神障害者保健福祉手帳」の名称で交付されています。 

 交付状況は令和元年度末で４２人と、平成２６年度と比べ大きな差はなく令和元年度の総 

人口の約０．６％に相当します。 

 年に１～２人の新規申請者がおりますが、ほぼ同数の転出や死亡により所持者数に大き

な変化はみられていません。 

【精神障害者保健福祉手帳等級別交付状況】 （単位：人） 

区 分 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ 

１ 級 8 4 8 8 6 5 

２ 級 20 17 20 23 26 25 

３ 級 15 9 15 14 11 12 

合 計 43 30 43 45 43 42 

（資料：北海道江差保健所） 
 

（３）知的に障がいのある人  
知的障がいのある人（療育手帳の所持者）は、令和元年度末で１７４人と平成２８年度 

 末と同数になっており、総人口に対し２．４％の割合になっています。 

障がいの程度別では、Ａ判定（重度）が７４人、Ｂ判定（中・軽度）が１００人となっ 

ています。手帳の新規申請者は年に１～２人ですが、転出や死亡により総数に大きな変化 
はみられていません。 
【療育手帳所持者数（判定区分別）】   （単位：人） 

区 分 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ 

Ａ判定（重 度） 91 80 79 83 85 74 

 18歳未満 5 4 4 3 2 1 

 18～65歳未満 63 59 58 58 58 55 

 65歳以上 23 17 17 22 25 18 

Ｂ判定（中軽度） 100 95 95 96 97 100 

 18歳未満 19 20 21 17 18 19 

 18～65歳未満 75 71 71 72 72 74 

 65歳以上 6 4 3 7 7 7 

合  計 191 175 174 179 182 174 

 18歳未満 24 24 25 20 20 20 

 18～65歳未満 138 130 129 130 130 129 

 65歳以上 29 21 20 29 32 25 

（資料：北海道檜山振興局） 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

（４）指定難病特定医療費受給者数の推移 
指定難病特定医療費受給者は難病の患者に対する医療等に関する法律（難病法）に加え

北海道が指定する特定疾患治療研究事業があります。本町の指定難病特定医療費受給者数

は、次のとおりです。３年前から７つの病名が増え、５人の受給者の増加がみられます。 

   【指定難病特定医療費受給者数】             （単位：人） 
疾  病  名 H28 Ｒ１ 

下垂体性ＡＤＨ分泌異常症 1 1 

潰瘍性大腸炎 4 6 

下垂体前葉機能低下症 2 2 

全身性強皮症 3 1 

クローン病 5 5 

原発性胆汁性胆管炎 4 4 

後縦靱帯骨化症 5 3 

再生不良性貧血 1 0 

神経線維種症 0 1 

サルコイドーシス 2 3 

シェーグレン症候群 5 8 

自己免疫性肝炎 1 2 

重症筋無力症 2 1 

進行性核上性麻痺 1 1 

筋萎縮性側索硬化症 1 1 

脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く） 3 4 

全身性エリテマトーデス 4 3 

大脳皮質基底核変性症 1 2 

多系統萎縮症 5 3 

顕微鏡的多発性血管炎 0 1 

好酸球性多発性血管炎性肉芽腫症 0 1 

好酸球性副鼻腔炎 0 1 

多発性硬化症／視神経脊髄炎 2 2 

特発性拡張型心筋症 1 2 

特発性血小板減少性紫斑病 4 3 

パーキンソン病 12 15 

ベーチェット病 3 2 

網膜色素変性症 2 1 

もやもや病 2 2 

特発性大腿骨頭壊死症 2 0 

家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1 1 

特発性間質性肺炎 1 0 

脊髄空洞症 1 1 

- 13 -



 

■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

疾  病  名 H28 Ｒ１ 

強直性脊椎炎 1 1 

皮膚筋炎／多発性筋炎 0 2 

先天性血液凝固因子障害 0 1 

突発性難聴 0 1 

合   計 82 87 

                     （資料：北海道江差保健所）  
（５）障害支援区分の認定状況 
  障害支援区分は、障がい福祉サービスの利用の際に必要とされる標準的な支援の度合い

を総合的に示すものとなっております。 

  平成２８年度から平成３０年度までは総数の大きな増減はみられませんでしたが、令和 

元年度では養護老人ホームひのきの開設により、在宅で独居生活をされていた高齢の障が 

い者が複数名入居され、また、町外の老人ホームに入居し転出される方や死亡者等が重な 

り、２３名の減となりました。 

 障害支援区分では最重度の区分６が最多で４５人、次いで区分２が４２人、１番軽度の 

区分１は、６人と少ない人数となっています。加齢により重度化が進む一方、介護保険で 

は通院の送迎が利用出来ない人（要介護１未満）の新規申請により、比較的障がいの軽い 

区分２の認定者が多くいることが分析されます。     

【障害支援区分認定者数】 （単位：人） 

年度別 H28 H29 H30 Ｒ１ 備考 

区分１ 9 9 8 6  

区分２ 46 47 50 42  

区分３ 28 31 30 25  

区分４ 25 28 28 29  

区分５ 31 28 22 20  

区分６ 5０ 51 52 45  

合 計 189 194 190 167  

  （資料：町民福祉課 各年度末現在） 

 （単位：人） 

種 別 身 体 知 的 精 神 難 病 合 計 

区分１ 5 1   6 

区分２ 10 28 4  42 

区分３ 11 11 3  25 

区分４ 3 22 3 1 29 

区分５ 1 19   20 

区分６ 10 34 1  45 

合 計 40 115 11 1 167 

（資料：町民福祉課 Ｒ２年 3月３１日現在） 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

（６）障がいのある児童の状況 
 

【通園・通学の状況】 
 

①  保育所・幼稚園 
 

令和２年１０月現在における保育所・幼稚園に通う障がいのある児童数は、１人です。 

 

年 度 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

障がいのある児童数 1人 0人 0人 0人 1人 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：健康推進課） 
 

 

②  特別支援学級 
 

教育の場において、特性等に応じた支援が必要と思われる児童・生徒を対象に、特別支援

学級を設置しています。 

 

【 小 学 校 】      

年 度 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

特別支援学級数 9 11 13 14 13 

在学者数（人） 22 22 23 24 20 

 高学年 5 8 11 11 7 

 中学年 11 10 7 6 6 

 低学年 6 4 5 7 7 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：江差町教育委員会） 
 

【 中 学 校 】      

年 度 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

特別支援学級数 7 6 6 6 6 

在学者数（人） 12 9 6 8 13 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：江差町教育委員会） 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

③ 特別支援学校 
 

令和２年１０月現在における特別支援学校在学者数は、小学部０人、中学部１人、高等部

８人です。 

 

【 特別支援学校在学者数 】 

学 年 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

中学部 

1年 1 1 0 0 1 

2年 0 1 1 0 0 

3年 0 0 1 1 0 

高等部 

1年 1 4 5 1 2 

2年 0 1 4 5 1 

3年 2 0 1 4 5 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：江差町教育委員会） 
 

 

【巡回児童相談の実施状況】 
 

障がいを有する児童や発達に遅れが見られる児童、養育に不安（困難）を抱えている保護

者等に対して、函館児童相談所職員の派遣を受け、面談や心理判定等を実施しています。 

 

年度別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

新 規 1人 6人 4人 0人 2人 

継 続 5人 7人 15人 5人 3人 

合 計 6人 13人 19人 5人 5人 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：健康推進課） 
 

 

【特別児童扶養手当の支給状況】 
 

２０歳未満で精神又は身体に障がいを有する児童を家庭で養育している父母等に対して、

北海道から支給されます。 

 

年 度 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

特別児童扶養手当受給者数 20人 16人 14人 17人 19人 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：町民福祉課） 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

【小児慢性特定疾病医療受給者数の推移】 
 

平成２６年５月３０日に児童福祉法の一部を改正する法律が公布され、平成２７年１月１

日より児童福祉法に基づく「小児慢性特定疾病」医療支援制度が施行されました。 

この制度は、慢性疾患にかかっていることにより、長期にわたり療養を必要とする児童等

（小児慢性特定疾病児童等）の健全な育成を図るため、その治療方法の確立と普及を目的と

した研究等に資する医療の給付等を行うものです。 

令和元年７月１日より、７５６疾病に６疾病が追加され対象疾病が７６２疾病（１６疾患

群）に拡大されています。 

江差町における医療給付等の対象件数は、平成２８年度から令和元年度まで５人の増加が

みられています。 

      

【小児医療等給付（小児慢性特定疾患治療研究）】      （単位：件） 

対象疾患群（1６疾患群） H28 R１ 

悪性新生物 2 3 

慢性腎疾患   

慢性呼吸器疾患   

慢性心疾患  １ 

内分泌疾患   

膠原病  １ 

糖尿病   

先天性代謝異常   

血液疾患  １ 

免疫疾患 1  

神経・筋疾患  １ 

慢性消化器疾患  １ 

染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群   

皮膚疾患   

骨系統疾患   

脈管系疾患   

合  計 3 ８ 

                 （資料：北海道江差保健所） 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

３．補装具・日常生活用具・自立支援医療等の利用状況 

  

（１）補装具費の支給状況    補装具費の利用状況は、平成２７年度から令和元年度までの平均は、２２件となってい
ます。支給内容は主に車椅子、補聴器、義肢、装具などがあり、修理のみで再度利用でき

るものは修理のみの支給になりますが、耐用年数を超えて利用出来ないものは再支給の対

象になります。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

【補装具費の支給状況】              （単位：件） 

種 類 義 肢 装 具 車いす 補聴器 その他 合 計 

Ｈ２７ 

交付 0 6 4 3 1 14 

修理 0 1 4 3 0 8 

計 0 7 8 6 1 22 

Ｈ２８ 

交付 1 3 4 2 2 12 

修理 0 1 5 1 0 7 

計 1 4 9 3 2 19 

Ｈ２９ 

交付 4 2 2 3 3 14 

修理 0 1 6 1 0 8 

計 4 3 8 4 3 22 

Ｈ３０ 

交付 4 1 4 2 5 16 

修理 1 0 8 1 0 10 

計 5 1 12 3 5 26 

Ｒ１ 

交付 4 2 4 4 3 17 

修理 1 1 2 1 0 5 

計 5 3 6 5 3 22 

                             （資料：町民福祉課） 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

（２） 日常生活用具費の給付状況 
 

  日常生活用具費については、各年度により申請内容も異なっていますが、人工肛門や膀 

胱ろう造設によるストマ用装具の利用者が多くを占めています。大腸・直腸癌の利用者が

多く、利用者の死亡により実績が減となる年もあります。医療的ケア児に対しては、動脈血 

中酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター）や電気式たん吸引器、紙おむつの支給を行っ

ており、他には腹膜透析の患者さんに透析液加温器やてんかん発作による怪我予防の為の頭

部保護帽などの給付があります。 

 

【日常生活用具費の給付状況】 （単位：件） 

給付品目 H28 H29 H30 Ｒ1 

（介護・訓練用支援用具） 4    

 特殊寝台 1    

 特殊マット 1      

 体位変換器 2    

（自立生活支援用具）  1  1 

 入浴補助用具     1   

頭部保護帽       1 

（在宅療養等支援用具）  2  3 

 透析液加湿器     1     1 

 ネブライザー（吸入器）     

 電気式たん吸引器     1    1 

動脈血中酸素飽和度測定器       1 

（情報・意思疎通支援用具）  2 1 1 

 点字器     

 視覚障害者用ポータブルレコーダー     

 視覚障害者用拡大読書器     2    1    1 

 盲人用時計     

 人工喉頭     

（排泄管理支援用具） 246 232 255 209 

 ストマ用装具 222 200 219 180 

 紙おむつ等 24 32 36 29 

（住宅改修）     

 居宅生活動作補助用具     

合  計 250 237 256 214 
 

                                （資料：町民福祉課） 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況   

（３）自立支援医療の状況  
【自立支援医療（精神通院）受給者数の推移】 
 

 自立支援医療（精神通院）のみ支給決定は北海道が行っています。平成２６年から大き

な増減はありませんが、年間に５件前後の新規申請者がおります。転入、転出、死亡によ

り、受給者数の動きがみられています。 

（単位：人） 

年 度 別 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 

自立支援医療（通院）受給者数 143 141 131 136 140 135 

（資料：北海道江差保健所） 

  
【自立支援医療（更生医療）受給者数の推移】 
 

 江差町では主に透析治療（腹膜透析及び人工透析）をされている人が受給しています。

透析以外では、膝や股関節等の人工関節の手術をされた方の実績も含まれています。  

（単位：人） 

年 度 別 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 

自立支援医療（更生医療） 27 27 34 32 30 26 

（資料：町民福祉課 各年度末現在） 

 

【自立支援医療（育成医療）受給者数の推移】 
 

 年に１名程の新規申請者がおります。心臓の手術や口蓋裂、脊椎の側弯症、多指症等の

申請の実績があります。                           

（単位：人） 

年 度 別 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 

自立支援医療（育成医療） 1 1 0 1 1 0 

（資料：町民福祉課 各年度末現在） 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

男性

60.3%

女性

38.1%

無回答

1.6%

性別

男性 女性 無回答

４．福祉に関するアンケート調査結果 

 

(１)江差町の福祉に関するアンケート調査の目的 

 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の策定に向けた取り組みを進める中で、町民

の皆さまの福祉に関する意向などを把握し、計画策定の参考とさせていただくため、本調査を実

施しました。 

 

(２)調査期間 

令和２年１１月 5日～１１月２７日 

 

(３)調査対象者・配布数・回収数 

 令和２年１１月１日現在、江差町に居住している障害者手帳等をお持ちの方から無作為に抽出

した方を対象として実施しました。 

 

 

問１． あなたの性別はどちらですか。（どちらか一方を選択） 

 本調査で回答していただいた６３名のうち、「男性」が３８名で６０．３％、「女性」が２４名

で３８．１％、無回答が１名で１．６％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査方法 郵送による配布・回収及び直接電話をいただいた場合は訪問による回収 

配布数 １００通 

回収数 ６３通（回収率 ６３．０％） 

 

性別 人数 割合 

男性 ３８ ６０．３％ 

女性 ２４ ３８．１％ 

無回答 １ １．６％ 

合計 ６３ １００．０％ 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

問２． あなたの現在の年齢は何歳ですか。（どれか 1つを選択）※令和２年１１月１日時点 

 「６５歳以上」の方が６３名中２３名で、次いで「４０～４９歳」の方が１５名となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３． あなたの持っている手帳の種類と等級（程度）、自立支援医療（精神通院医療）の利用の有

無、特定医療費（指定難病）利用の有無、障害者年金の受給状況について回答ください。（該

当するもの全てを選択） 

 

 ５４名の方から回答がありました。３障害の手帳のうち、「身体障害者手帳」が２５名と１番多

く、次いで「療育手帳」の２０名、「精神保健福祉手帳」の８名です。（重複障害の方もおります） 

また、精神保健福祉手帳の所持の有無に関わらず何らかの精神疾患により「自立支援医療（精神

通院）」を受給している人は１２名、指定難病の方は４名です。 

 身体障害では重度の１級が１番多く、療育手帳も同様に、より重度のＡの方が多い結果です。 

 障害者年金を受給している方は、合計３１名で回答者の半数以上が受給しており、その内１級

が２０名と約７割を占めています。 

 

 1級  ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 未受給 合計 割合 

身体障害者手帳(表１) １３ ３ ２ ４ ０ ３  ２５ ３９．１％ 

精神保健福祉手帳(表２) １ ７ ０     ８ １２．５％ 

障害者年金(表３) ２０ １０ １    ８ ３１ ４８．４％ 

 

 

 

 

 

 

年齢 人数 割合 

０～６歳 ５ ７．９％ 

７～１４歳 ３ ４．８％ 

１５～１７歳 ０ ０％ 

１８～１９歳 １ １．６％ 

２０～２９歳 ２ ３．２％ 

３０～３９歳 ６ ９．５％ 

４０～４９歳 １５ ２３．８％ 

５０～６４歳 ８ １２．７％ 

６５歳以上 ２３ ３６．５％ 

合計 ６３ １００．０％ 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

1

7

0
0

2

4

6

8

１級 ２級 ３級

(人)

(等級)

精神保健福祉手帳 20

10

1

8

0

4

8

12

16

20

１級 ２級 ３級 未受給

(人）

(等級)

障害者年金

8

12

Ｂ

Ａ

0 2 4 6 8 10 12

(等級）

(人）

療育手帳

(表１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(表２)                (表３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(表４) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ Ｂ 合計 

療育手帳(表４) １２ ８ ２０ 

13

3
2

4

0

3

0

4

8

12

16

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

(人）

(等級）

身体障害者手帳
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

4

12

0 2 4 6 8 10 12

利用している

(人）

自立支援医療 特定医療費（指定難病）

 

 

 

 

(表５) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４． 問３で「身体障害者手帳」の等級を選択した人のみ回答ください。 

あなたの身体障害者手帳の障害種類を回答ください。（該当するもの全てを選択） 

 「内部障害」が３０名中１３名で、次いで「視覚障害」と「肢体不自由」がそれぞれ３名ずつと

なっています。また、等級別でも「内部障害の１級」が７名で１番多く、次いで「内部障害の４

級」が４名となっています。 

 

 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計 割合 

視覚障害 １ １ ０ ０ ０ １ 3 １０．０％ 

聴覚障害 ０ １ ０ ０ ０ １ 2 ６．７％ 

音声・言語・咀嚼機能障害 １ ０ ０ ０ ０ ０ 1 ３．３％ 

肢体不自由(上肢) ３ ０ ０ ０ ０ ０ 3 １０．０％ 

肢体不自由(下肢) ３ ０ ０ ０ ０ ０ 3 １０．０％ 

肢体不自由(体幹) ２ １ ０ ０ ０ ０ 3 １０．０％ 

内部障害 ７ １ １ ４ ０ ０ 13 ４３．３％ 

無回答 ０ ０ １ ０ ０ １ 2 ６．７％ 

合計(延べ人数) １７ ４ ２ ４ ０ ３ ３０ １００．０％ 

 

 

 

 

 

 利用している 

自立支援医療（精神）(表５) １２ 

特定医療費(指定難病)(表５) ４ 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

利用

している

61.9%

利用して

いない

31.7%

申請中

3.2%
無回答 3.2%

障害福祉サービスの利用

利用している 利用していない 申請中 無回答

問５． あなたは現在障害福祉サービスを利用していますか。（どれか 1つを選択） 

 「利用している」が６３名中３９名で６１．９％、「利用していない」が２０名で３１．７％、

「申請中」が２名で３．２％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用の有無 人数 割合 

利用している ３９ ６１．９％ 

利用していない ２０ ３１．７％ 

申請中 ２ ３．２％ 

無回答 ２ ３．２％ 

合計 ６３ １００．０ 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

区分１

5.1%

区分2

12.8%

区分３

5.1%

区分４

17.9%

区分5 5.1%

区分６

12.8%

児童通所のみ

17.9%

就労支援のみ

2.6%

無回答

20.5%

障害支援区分

区分1 区分2 区分3

区分4 区分5 区分6

児童通所のみ 就労支援のみ 無回答

※障害支援区分とは、心身の状態や障がいの特性に応じて必要とされる標準的な支援の度

合いを表す６段階の区分のことです。（区分１～６：区分６の方が支援の度合いが高い） 

 区分の認定が必要なサービスと不要なサービス（児童通所や就労支援など）があります。 

問６． 問５で「利用している」を選択した人のみ回答ください。 

あなたの障害支援区分※を教えてください（どれか 1つを選択）。 

 

回答者３９名中、「区分４」と「児童通所のみで区分はついていない」がどちらも７名で１７．

９％、次いで「区分２」と「区分６」が同数の１２．８％となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 割合 

区分１ ２ ５．１％ 

区分２ ５ １２．８％ 

区分３ ２ ５．１％ 

区分４ ７ １７．９％ 

区分５ ２ ５．１％ 

区分６ ５ １２．８％ 

児童通所のみで 

区分はついていない 
７ １７．９％ 

就労支援のみで 

区分はついていない 
１ ２．６％ 

無回答 ８ ２０．５％ 

合計 ３９ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、

各回答の割合の合計が１００．０％にならない

場合があります。 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

問７． 問５で「利用している」を選択した人のみ回答ください。 

あなたの利用しているサービスの種類を回答ください。（該当するもの全てを選択） 

 回答者３９名中、１番多かったのは２３名の「計画相談支援」です。サービスを利用する上で、

その人に合ったケアプラン作成は必須となっています。また、「計画相談支援」以外での作成方法

は下図に記載の介護保険のケアマネジャーか自分で作成するセルフケアプランになります。 

利用しているサービスの種類では「グループホーム」が１６名と１番多く、次いで「就労支援

ＡかＢ」となっています。「グループホーム」と「就労支援ＡかＢ」または「生活介護」を同時に

利用している人も多く、３９名が６２のサービスを利用していることになります。 

 

ケアプランの作成方法 人数 

計画相談支援（あすなろ相談支援センター） ２３ 

セルフ・介護保険 １６ 

合計 ３９ 

 

 

 

 

2

2

2

3

3

7

7

8

12

16

0 4 8 12 16

その他(※)

短期入所

施設入所

訪問看護

家事援助(買い物や掃除など)

通院の送迎

児童通所

生活介護

就労支援ＡかＢ

グループホーム

(人)

利用しているサービスの種類

※その他記述 

 ・生活自立支援作業所 ・カタセール 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

問８． 問５で「利用していない」「申請中」を選択したのみ回答ください。 

今後、あなたが利用したいと思うサービスの種類を回答ください。 

 「利用していない」「申請中」を選択した方の合計は２２名です。そのうち、「利用する必要は

ない」と回答した方が１２名となっています。 

 施設やグループホームの利用希望者は０名で、「利用する必要はない」若しくは「通院の送迎」

「家事援助」「訪問看護」等在宅でのサービスを希望しています。 

 

利用したいと思うサービス 人数 

利用する必要はない １２ 

児童通所  １ 

通院の送迎 １ 

家事援助 １ 

生活介護 １ 

訪問看護 １ 

施設入所 ０ 

グループホーム ０ 

就労支援 Aか B ０ 

短期入所 ０ 

計画相談支援（あすなろ相談支援センター） ０ 

無回答 ３ 

その他(※) ２ 

合計 ２２ 

※その他記述 

・通院費 ・家にいる時の家族訪問、生活確認 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

6

2

2

2

4

11

3

3

1

10

25

9

1

9

5

4

7

17

15

1

14

1

4

2

2

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実人数

障害者年金

特定医療費

自立支援

精神

療育手帳

身体障害

どのように暮らしているか

ひとり暮らし 夫婦二人暮らし 家族と同居 障がい者のグループホーム その他の施設

問９． あなたは現在どのように暮らしていますか。（どれか 1つを選択） 

 実人数では「家族と同居」が６３名中２５名で３９．７％、次いで「障がい者のグループホー

ム」が１７名で２７．０％です。障がいの種類等別では「自立支援」で「家族と同居」が１２名中

９名、「特定医療費」で「夫婦二人暮らし」が４名中３名でどちらも７５．０％となっています。 

 

 身体 

障害 
療育 精神 

自立 

支援 

特定 

医療費 

障害者 

年金 
実人数 

ひとり暮らし ４ ０ ２ ２ ０ ２ ６ 

夫婦二人暮らし １０ ０ ０ １ ３ ３ １１ 

家族と同居 ７ ４ ５ ９ １ ９ ２５ 

障がい者のグループホーム １ １４ １ ０ ０ １５ １７ 

入院している ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

その他の施設 ２ ２ ０ ０ ０ ２ ４ 

合計 ２４ ２０ ８ １２ ４ ３１ ６３ 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

8

2

2

3

2

3

13

6

2

7

5

21

16

1

3

4

10

7

6

2

1

1

1

4

3

1

1

2

1

１

1

2 3

1

1

1

5

3

2

2

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実人数

障害者年金

特定医療費

自立支援

精神

療育手帳

身体障害

世帯の収入

生活保護 100万円以下 101万円～200万円 201万円～300万円 301万円～400万円

401万円～500万円 501万円～600万円 601万円～700万円 701万円以上 無回答

問１０．あなたの世帯の収入状況を教えてください。（障害年金収入も含む） 

 実人数では「１０１万円～２００万円」が６３名中２１名で３３．３％、次いで「１００万円

以下」が１３名で２０．６％です。障がいの種類等別では「障害者年金」で「１０１万円～２００

万円」が３１名中１６名で５１．６％、次いで「療育手帳」で「１０１万円～２００万円」が２０

名中１０名、「精神保健福祉手帳」で「１０１万円～２００万円」が８名中４名、「特定医療費」で

「生活保護」が４名中２名でいずれも５０．０％となっています。 

 「４０１万円以上」の世帯は合計７名で、児童通所利用の保護者が主となっています。反対に 

低いところでは６３名中４２名が「２００万円以下」の世帯となっています。独居や同居人数に

より単純に比較は出来ませんが、収入だけでみると障がい者世帯は低所得者が多い傾向であると

いえます。 

 身体 

障害 
療育 精神 

自立 

支援 

特定 

医療費 

障害者 

年金 
実人数 割合 

生活保護 ３ ０ ２ ３ ２ ２ ８ １２．７％ 

100万円以下 ５ ７ ０ ２ ０ ６ １３ ２０．６％ 

101万円～200万円 ７ １０ ４ ３  １ １６ ２１ ３３．３％ 

201万円～300万円 ４ １ ０ １ １ ２ ６ ９．５％ 

301万円～400万円 １ ２ ０ １ ０ １ ３ ４．８％ 

401万円～500万円 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １．６％ 

501万円～600万円 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３．２％ 

601万円～700万円 １ ０ ０ ０ ０ １ ３ ４．８％ 

701万円以上 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １．６％ 

無回答 ２ ０ ２ ２ ０ ３ ５ ７．９％ 

合計 ２４ ２０ ８ １２ ４ ３１ ６３ １００．０％ 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

44

24

2

9

5

15

18

3

1

1

2

4

2

1

2

2

1

1

1

5

1

1

2

1

3

5

2

1

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実人数

障害者年金

特定医療費

自立支援

精神

療育手帳

身体障害

将来どのように暮らしたいか

今の生活をそのまま続けたい 一人暮らしをしたい 家族と同居したい

障がい者のGHで暮らしたい その他の施設で暮らしたい 無回答

問１１．あなたは将来どのように暮らしたいと思いますか。（どれか１つを選択） 

 実人数では「今の生活をそのまま続けたい」が６３名中４４名で６９．８％です。障がいの種

類等別では「障害者年金」で「今の生活をそのまま続けたい」が３１名中２４名で７７．４％、次

いで「身体障害」、「療育手帳」、「自立支援」の「今の生活をそのまま続けたい」がそれぞれ２４名

中１８名、２０名中１５名、８名中５名でいずれも７５．０％でした。 

 施設等の入所希望は全体の７％であり、他は「今の生活をそのまま続けたい」「一人暮らしをし

たい」「家族と同居したい」を希望されている為、在宅での生活の希望が全体の約８０％に上りま

す。在宅生活を継続するためには現在の障がい等の状況を把握し、それに応じた適切なサービス

提供が必要になると考えられます。 

 身体 

障害 
療育 精神 

自立 

支援 

特定 

医療費 

障害者 

年金 
実人数 割合 

今の生活を 

そのまま続けたい 
１８ １５ ５ ９ ２ ２４ ４４ ６９．８％ 

一人暮らしをしたい ２ １ ０ ０ ０ １ ３ ４．８％ 

家族と同居したい ０ ２ １ ０ ０ ２ ４ ６．３％ 

障がい者のグループ

ホームで暮らしたい 
０ １ ０ ０ １ １ ２ ３．２％ 

その他の施設で 

暮らしたい 
３ ０ １ ２ １ １ ５ ７．９％ 

無回答 １ １ １ １ ０ ２ ５ ７．９％ 

合計 ２４ ２０ ８ １２ ４ ３１ ６３ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、各回答の割合の合計が１００．０％にならない場合があります。 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

問１２．問１１の「将来」とは今から何年後を想定していますか。（どれか 1つを選択） 

 「６年～１０年後」が１８名で２８．６％、次いで「１年～５年後」が１７名で２７．０％とな

っています。 

 児童は１１年～３０年後の回答が多いですが、半数以上は１０年以内の将来を想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年～5年後

27.0%

6年～10年後

28.6%
11年～20年後

7.9%

21年～30年後

6.3%

無回答

30.2%

「将来」とは何年後の想定か

1年～5年後 6年～10年後 11年～20年後 21年～30年後 無回答

「将来」の想定 人数 割合 

１年～５年後 １７ ２７．０％ 

６年～１０年後 １８ ２８．６％ 

１１年～２０年後 ５ ７．９％ 

２１年～３０年後 ４ ６．３％ 

３０年後以上 ０ ０％ 

無回答 １９ ３０．２％ 

合計 ６３ １００．０％ 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
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(人） 必要と思う支援

問１３．希望する暮らしをするためには、どのような支援が必要と思いますか。（該当するもの全 

てを選択） 

 「色々な相談が出来る支援が受けられること」が９５名中２２名で、次いで「医療的ケアなど

が適切に受けられること」が１８名となっています。 

 次に「金銭的な負担を軽くすること」「必要な在宅サービスが適切に受けられること」「障害内

容に合った住まいの確保」と続きますが、まずは記載の要望等についても相談できる体制を整え、

様々な相談、要望を気軽に出来ることが大切だと考えます。相談が出来る体制が整うと、「金銭的

な負担を軽くすること」や「医療的ケアなどが適切に受けられること」に関する相談などにも対

応が可能になると考えます。江差町には「あすなろ相談支援センター」がありますので、センタ

ーの町民への周知や市町村窓口との連携を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要だと思う支援 人数 割合 

色々な相談が出来る支援が受けられること ２２ ２３．２％ 

医療的ケアなどが適切に受けられること １８ １８．９％ 

金銭的な負担を軽くすること １７ １７．９％ 

必要な在宅サービスが適切に受けられること １３ １３．７％ 

障害内容に合った住まいの確保 ７ ７．４％ 

特に支援を必要としない ７ ７．４％ 

精神障がい者対応のグループホームの開設 ２ ２．１％ 

無回答 ７ ７．４％ 

その他 ２ ２．１％ 

合計(延べ人数) ９５ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、各回答の割合の合計が 

１００．０％にならない場合があります。 

※その他の記述 

・日々の生活にメリハリを持ち生きがいを持てる支援 

・近場に短期入所のできる所があればいい 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
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(人） 平日の日中の過ごし方

問１４．あなたは平日の日中をどのように過ごしていますか。（該当するもの全てを選択） 

 「自宅で過ごしている」が６９名中２２名で、次いで「収入を得る仕事をしている」が１８名と

なっています。 

 自宅で過ごす人以外では、就労や作業所等で何らかの日中活動をしている人が多い結果です。 

 

平日の日中の過ごし方 人数 割合 

自宅で過ごしている ２２ ３１．９％ 

収入を得る仕事をしている（就労支援 A、Bも含む） １８ ２６．１％ 

福祉施設、作業所等に通っている １２ １７．４％ 

保育園、幼稚園等に通っている ４ ５．８％ 

小中高など学校に通っている ４ ５．８％ 

専業主婦（主夫）をしている １ １．４％ 

ボランティアなど収入を得ない活動をしている ０ ０％ 

無回答 ５ ７．２％ 

その他（施設入所中）  ３ ４．３％ 

合計(延べ人数) ６９ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、各回答の割合の合計が１００．０％に

ならない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 34 -



■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

自営業

16.7%

正社員

11.1%

パート

11.1%

福祉的就労

61.1%

勤務形態

自営業 正社員 パート勤務 福祉的就労

仕事を

したい

13.3%

仕事は

したくない

2.2%

仕事はできない

48.9%

無回答

35.6%

仕事をしたいか

仕事をしたい 仕事はしたくない

仕事は出来ない 無回答

問１５．問１４で「収入を得る仕事をしている」を選択した人のみ回答ください。 

あなたの勤務形態を教えてください。（どれか 1つを選択） 

 「福祉的就労（就労支援 A・B）」が１１名で６１．１％、次いで「自営業」が３名で 

１６．７％となっています。アンケート結果では非正規雇用は１８名中２名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６．問１４で「収入を得る仕事をしている」以外を選択した人のみ回答ください。 

あなたは今後、収入を得る仕事をしたいと思いますか。（どれか 1つを選択） 

 「仕事は出来ない」が２２名で４８．９％、次いで「仕事をしたい」が６名で１３．５％となっ

ています。仕事をしていない人の中でも、就労に意欲がある人に対する支援を検討する必要があ

ります。（無回答の１６名は高齢者や児童の回答が主でした） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

勤務形態 人数 割合 

自営業 ３ １６．７％ 

正社員 ２ １１．１％ 

アルバイト ０ ０．０％ 

パート勤務 ２ １１．１％ 

福祉的就労 

(就労支援 A・B) 
１１ ６１．１％ 

合計 １８ １００．０％ 

仕事をしたいか 人数 割合 

仕事をしたい ６ １３．３％ 

仕事はしたくない １ ２．２％ 

仕事は出来ない ２２ ４８．９％ 

無回答 １６ ３５．６％ 

合計 ４５ １００．０％ 

※上記は問１４で無回答の５名を含めた数字です。 

- 35 -



■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
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仕事をしたくない/出来ない理由

問１７．問１６で「仕事はしたくない」「仕事は出来ない」を選択した人のみ回答ください。 

その理由を教えてください。（該当するものを全て選択） 

 「治療を優先しなければならないから」が３２名中１２名で、次いで「その他」が５名となって

います。 

 「以前に探したが見つからなかったから」や「自分の障害が理解されないから」等の回答では、

以前は就労意欲があったことが伺える為、問１６と同様に就労支援の必要性を検討する必要があ

ります。 

 

仕事をしたくない/できない理由 人数 割合 

治療を優先しなければならないから １２ ３７．５％ 

自分の障害が理解されないから ４ １２．５％ 

今の生活に満足しているから ３ ９．４％ 

医師から止められているから ３ ９．４％ 

仕事をすることに馴染めないから ２ ６．３％ 

仕事をしなくても生活出来ているから １ ３．１％ 

以前に探したが見つからなかったから １ ３．１％ 

無回答 １ ３．１％ 

その他 ５ １５．６％ 

合計(延べ人数)  ３２ １００．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※)その他 

・高年齢と特養施設に入居中のため ・身体的に仕事は出来ない 

・まだ幼児のため ・何もできない ・仕事をする能力がない 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

5

4

3 3

2 2 2

0

1

0

1

2

3

4

5

(人） 仕事をするために必要だと思うこと

問１８．問１６で「仕事をしたい」を選択した人のみ回答ください。 

仕事をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。（該当するもの全てを選択） 

 「職場での障害に対する理解の深まり」が２２名中５名で、次いで「ハローワークと自治体や

相談機関の連携体制」が４名となっています。 

 「仕事をしたい人」の中での就労に対する具体的な希望が明確化されている為、問１６～１８

を通して就労支援の必要性が浮き彫りになっています。 

 

仕事をするために必要だと思うこと 人数 割合 

職場での障がいに対する理解の深まり ５ ２２．７％ 

ハローワークと自治体や相談機関の連携体制 ４ １８．２％ 

職場で介助や援助等が受けられること ３ １３．６％ 

障がい者の就労についての専門機関の充実 ３ １３．６％ 

事業所の障がい者雇用の拡大 ２ ９．１％ 

就労前の職業訓練の充実 ２ ９．１％ 

在宅勤務が出来る環境の整備 ２ ９．１％ 

通院治療の時間の確保 ０ ０％ 

その他 １ ４．５％ 

合計(延べ人数) ２２ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、各回答の割合の合計が 

１００．０％にならない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他記述 

・仕事にノルマを付けない 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

問１９．あなたが普段困っていることを３つ記入してください。 

 １９名から回答がありました。通院や買い物に不便を感じている人が３名、歩行や散歩、外出

時の移動等の不安を感じている人もおり、トイレなどの環境整備や就労の問題を記入している人

もおりました。問１３にもありましたようにこのような問題を気軽に相談できる体制の充実を図

っていきたいと思います。 

 

①  ②  ③  

自分のような障がい者が働

ける職場がないことです。 

  

散歩がしたいです。 
  

歩くことが困難になって来

たことです。 

  

補聴器使用であるにも関わ

らず良く聞こえず、何度か業

者にメンテナンスしてもら

っていますが改善しません。 

日々、坦々と暮らしているの

で刺激が欲しいです。 

今は新型コロナウイルスに

より外出面会等自粛制限有

るため、解禁されたら自宅に

一度戻って気分転換を図り

たいです。 

病院に行こうにもバスがな

く、いつもハイヤーで行って

います。私は車で気楽に病院

に行きたいです。 

  

薬の副作用でトイレが近く

なって困っています。１日１

２回（夜中２～３回）と非常

に回数が多く、１回に出る尿

の量は１００ｍℓ以下と少

ないです。 

  

不安で眠れなくなることが

あります。 

上手くいかないと気分が落

ちます。 

大事な事を忘れる時もあり

ます。 

収入がないことです。 
  

１週間に１回は買物バスが

あればいいと思います。 

１週間に１時間の介護が来

てくれているので、困った事

はありません。 

今はコロナが怖いです。 

身体が不自由でつらく、車イ

スでの外出時に駐車場や段

差に不便を感じます。 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

買い物が遠くて大変なので、

近くに店が欲しいです 

買い物バスがほしいです。 

（行き帰りのバス、１週間に

１回） 

函館帰りのバスで３時過ぎ

たら７時までバスがないこ

とです。 

近郊に入所や通所の施設が

ないことです。 

  

これからの生活や自分の体

調が不安です。 

  

コロナ禍で家族に会えない

今の状況がつらいです。 

  

オストメイト用トイレが少

なく、下手したら飲食店等で

まだ和式があり、使用が難し

いです。 

  

収入に対して借金の返済が

大変です。 

両親の行動が大変で、両親だ

けでいる時が心配になりま

す。 

 

偏食があって困っています。 家にいる時、自分の陣地から

動かないことです。 

家にいる時、１人でトイレに

行けないことです。 

仕事を午後から休まなくて

はならず、それによって給料

が減ることです。 

  

通院 買物 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

問２０．障害福祉に関してご意見があればご記入ください。（自由記載） 

 １２名から回答がありました。児童通所での送迎に関する要望が２名から寄せられています。

今後の検討課題となっています。 

 また、パーキングパーミット制度や夜間の透析治療等の希望やストマ装着での就労等の要望も

寄せられています。このような要望に関しては、他機関との連携や実施に向けた検討が可能かな

どの課題も含め、優先順位をつけて、検討して行きたいと思います。 

 

親の意見 

現在、上ノ国にしか児童通所出来る所がなく、今は帰りの送りバスはあるけれど行きがな

いので送迎が負担です。有料でも構わないので、送迎サービスがあれば利用したいです。 

いつもお世話になり、ありがとうございます。現在、上ノ国に児童通所利用中ですが、車が

なくて通えない方もいて気の毒です。転勤などで来られ、知り合いもいなかったり、小さい

子がいて公共交通機関の利用が難しかったりする親子も支援できるようならいいのにと思

います。（例：送迎や訪問、町内での支援事業、無料タクシー等） 

困っている人が、助けられますように。 

ストマを持ちながら働ける環境を整備したいです。 

現在、病状にあった十分なケアを町や道から受けており、有難く思っております。 

障がい者同士でも仲良く出来て、楽しく過ごさせてもらってます。 

パーキングパーミット制度の導入を希望致します。障がい者用の駐車スペースに駐車したく

ても、障がい者のマークをつけていない方（元気な妊婦さんや歩ける年配者、健康な若い方

や子づれの親子等）が堂々と駐車しています。田舎ほどこのような事が本当に多いです。車

イス利用、身体不自由者は車の乗り降りにスペースも使うし、一歩でも 50cmでも近くに停

めたいのに駐車出来ない事が多くて困っております。 

児童通所を利用中ですが、自己負担金なく利用させていただいてますので、交通費まで助成

していただくのは申し訳ないです。 

みんな障がいに対して隠したがります。江差だけで何人いるかわからないけれども、障がい

者同士でも仲良く出来ないこともあります。簡単に声をかけていいのか考えてしまいます。

本当に障がいは頭が悪い物なのか、一度そんな機会があればいいと思います。しかし、きっ

と集まらないと思います。 

老人ホームなどでも、年齢などに関わらず利用できるようになればいいと思います。 

今までの支援に感謝しています。 

ヘルプマークがもっと認知されるといいなと思います。若いというだけで健康に見えるの

か、内部障がいへの理解はまだまだ少ないです。 

助けてください。 

現在は透析のために午後から仕事を休まなくてはならず、その分だけ給料が減ってしまうの

で透析を夜にしてほしいです。 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

江差町の福祉に関するアンケート集計結果について（総括）  
今回の調査は、町内の障がいを持っている方々の、主に生活環境や就労状況を把握し、同時に

困っていること等について記入をお願いし、今後の計画の参考とするために回答してもらいまし

た。無作為の１００名に郵送し、６３名から回答を頂きました。江差町では３障害を合わせると

７５０名を超える障がい者がいます（重複障がい者も含む）ので回答頂いたものが、江差町の障

がい者の現状の全てではありませんが、様々な意見を聞くことが出来ました。集計の結果では、

現状の生活を継続したいと希望している人が多く、それに伴い、相談支援体制や在宅サービスの

充実の課題が見えてきました。今後は相談支援機関の周知や気軽に相談できる体制の整備を図っ

ていきます。また、就労に関しても就労希望者への相談支援の必要性も浮き彫りになりました。

今後は市町村や相談支援機関、ハローワーク等で情報を共有し連携した支援が行えるかなどの協

議をすすめる必要があります。 

最後に、記入して頂いた困りごとについて、児童通所の送迎や夜間の透析治療、パーキングパ

ーミット制度等の要望がありました。これらのことについては、優先順位をつけて検討して行き

たいと思います。 
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■第３章 計画の基本的な考え方   

 第３章 計画の基本的な考え方 

 

１．基本理念 

 

障がいのある方が地域で暮らしていくためには、障がい者が抱える様々な生活課題につい

て、地域住民や福祉関係者などによる把握及び関係機関の連携により、誰もが安心して暮ら

しやすいと思える仕組みづくりが求められます。 

本計画における基本理念は、第５期江差町障がい福祉計画・第 1期江差町障がい児福祉計

画（平成３０年度～令和２年度）に引き続き、障がい福祉計画では「自立と共生の社会を実

現 障害者が地域で暮らせる社会に」、障がい児福祉計画では「児童は、適切な養育を受け、

健やかな成長・発達や自立等を保障されること等の権利を有する」という基本理念としてい

ます。 

この計画は、「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための

基本的な指針」の一部改正を基に、「障害者総合支援法」、「児童福祉法」で規定する法律に沿

った事項に即して、総合的な「障がい福祉計画」及び「障害がい児福祉計画」を定めるもの

としており、平成３０年３月に策定した第５期江差町障がい福祉計画・第 1期障がい児福祉

計画（平成３０年度～令和２年度）にかかる各年度の点検・評価をし、その結果を踏まえて

内容を見直し、令和３年度～令和５年度までの計画を以下の基本方針に沿って計画を策定し

ます。 

 

江差町の基本理念 
障がい者福祉計画 

自立と共生の社会を実現 障害者が地域で暮らせる社会に 
 

 

 

  障がい児福祉計画 
児童は、適切な養育を受け、 

健やかな成長・発達や自立等を保障されること等の権利を有する 
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■第３章 計画の基本的な考え方   

２．計画推進の基本方針 

 

（１）障がいのある方等の自己決定の尊重と意思決定の支援 

共生社会を実現するため、障がいのある方等の自己決定を尊重し、その意思決定の支援に

配慮するとともに、障がいのある方等が必要とする障がい福祉サービス等及び障がい児通所

支援等の提供体制の整備を進めます。 

 

（２）障がい種別によらない障がい福祉サービス等の提供 

 障がい種別によらない一元的な障がい福祉サービス等の提供を実施します。 

また、発達障がいのある方、高次脳機能障がいのある方及び難病患者等の方についても、引

き続き障害者総合支援法に基づく給付の対象となっている旨の周知を図り、障がい福祉サー

ビス等の活用を促進します。 

 

（３）地域生活への移行、就労支援等の課題に対応したサービス提供体制の整備 

障がいのある方等の自立支援の観点から、福祉施設入所等から地域生活への移行、地域生

活の継続の支援、就労支援といった課題に対応したサービス提供体制の整備の為、国では各

市町村または各圏域に一つ以上の地域生活支援拠点の設置を進めています。江差町は未設置

であることから、令和５年度末まで圏域で整備することを目標とします。 

また、精神障がいのある方が、地域の一員として安心して自分らしい暮らしを送ることが

できるよう、精神障害（発達障害及び高次脳機能障害を含む）にも対応した地域包括ケアシ

ステムの構築を進めます。 

 

（４）地域共生社会の実現に向けた取組 

地域のあらゆる方が、「支え手」と「受け手」に分かれるのではなく、地域、暮らし、生き

がいをともに創り、高め合うことができる「地域共生社会」の実現に向け、町民が主体的に

地域づくりに取り組むための仕組み作りや、地域の実情に応じて制度の縦割りを超えた柔軟

なサービスの確保に取り組みます。 

また、障がい等の属性にかかわらず、様々な相談を受け止め、自ら対応または繋ぐ機能と

多機関が協働して継続的に繋がる機能を備えた相談支援や相談支援と一体的に行う就労支

援、居住支援等、多様な社会参加に向けた支援などを進めていきます。 

 

（５）障がいのある児童の健やかな育成のための発達支援   

障がい児支援を行うにあたっては、障がいのある児童本人の最善の利益を考慮しながら、

児童の健やかな育成を支援することが必要です。このため、児童及びその家族等に対し、障

がいの疑いがある段階から身近な地域で支援できるよう障害児通所支援及び障害児相談支援

について、障がい種別に関わらず、質の高い専門的な発達支援を行う障害児通所支援等の充

実を図ります。また、児童のライフステージに沿って、地域の保健、医療、障がい、福祉、

保育、教育、就労支援等の関係機関が連携を図り「切れ目のない一貫した支援」を提供する
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■第３章 計画の基本的な考え方   

体制の構築を図ります。 

 

（６）障がい福祉の人材確保 

障がい者の重度化・高齢化が進む中においても、将来にわたって安定的に障害福祉サービ

ス等を提供し、様々な障害福祉に関する事業を確保していくためには、提供体制の確保と併

せてそれを担う人材を確保していく必要があります。 

そのために、専門性を高めるための研修の実施、多職種間の連携の推進などに取り組んで

いきます。 

 

（７）障がい者の社会参加を支える取組  

障がい者が文化芸術を楽しみ、創造や発表等の多様な活動に参加する機会の確保等を通じ

て個性や能力などを発揮することにより、障がい者の地域における社会参加の促進を図りま

す。また、読書を通じて文字・活字文化の恵みを受けることができる社会の実現のため、視

覚障害者などの読書環境の整備に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

３．施策の体系 

 

施策の体系については、「障害者総合支援法におけるサービス」、「児童福祉法におけるサー

ビス」「江差町独自に実施している事業」と大きく３つの区分に分類されます。 

障害者総合支援法におけるサービスは、障害の種類や程度、居住の状況等により必要な支

援が提供される「障がい福祉サービス（自立支援給付）」と心身の障害を除去・軽減するため

の「自立支援医療」、身体機能を補完・代替えする「補装具」の支給があります。このサービ

スは全国共通の仕組みで提供されます。その他に市町村が決定する地域の実情に応じた柔軟

な事業形態の「地域生活支援事業」の２つに分けられます。 

 児童福祉法におけるサービスについては、都道府県が決定する障害児入所支援の他、市町

村が行う就学前や就学後の療育等を支援する障害児通所支援とサービスを利用する際のケア

プランに関する障害児相談支援のサービスに分けられています。近年は重症心身障害児や医

療的ケア児への支援に対するサービスの充実が求められており、障害児通所支援の種類が増

えております。 

 また、江差町独自に実施している事業としては、「障がい者等福祉タクシー利用助成事業」、

「高齢者等外出支援サービス事業」、「軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業」、「小児

慢性特定疾病児童等日常生活用具給付事業」や通所に対する交通費の助成の事業等を実施し

ております。 
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■第３章 計画の基本的な考え方   

障害者総合支援法におけるサービス  
障がい福祉サービス（自立支援給付） 

介護給付              訓練等給付 

・居宅介護（ホームヘルプ） 

・重度訪問介護 

・自立訓練（生活訓練） 

・自立訓練（機能訓練） 

・同行援護 ・行動援護              ・就労移行支援 

・重度障害者等包括支援          ・就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）  

・生活介護 ・療養介護       ・共同生活援助（グループホーム） 

・短期入所 ・施設入所支援     ・就労定着支援 ・自立生活援助 

   

自立支援医療 相談支援給付  

・計画相談支援・地域移行支援       ・更生医療  ・育成医療 

・地域定着支援              ・精神通院医療 

 

  補 装 具 

 

地 域 生 活 支 援 事 業 

・理解促進啓発事業 ・意思疎通支援事業 

・自発的活動支援事業 ・日常生活用具給付等事業 

・相談支援事業 ・手話奉仕員養成研修事業 

・成年後見制度利用支援事業 ・移動支援事業 

・成年後見制度法人後見支援事業 ・地域活動支援センター事業 他 
  

児童福祉法におけるサービス 
 

障害児通所支援 
  

・児童発達支援    ・放課後等デイサービス  障害児相談支援 

・医療型児童発達支援 ・保育所等訪問支援   

・居宅訪問型児童発達支援   

   

江差町独自に実施している事業 

・高齢者等外出支援サービス事業 ・軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業 

・高齢者等交通費助成事業 ・小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付事業 

・子ども発達支援センター等／地域活動支援センター通所交通費助成事業 

・障がい者等福祉タクシー利用助成事業 
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■第３章 計画の基本的な考え方   

■障がいのある方への支援・障がいのある児童への支援 

１．障がい福祉サービス （自立支援給付）  (１) 訪問系サービス ① 居宅介護（ホームヘルプ）   ② 重度訪問介護   ③ 同行援護   ④ 行動援護   ⑤ 重度障害者等包括支援  (２) 日中活動系サービス ① 生活介護   ② 自立訓練（機能訓練）   ③ 自立訓練（生活訓練）   ④ 自立訓練（宿泊型）   ⑤ 就労移行支援   ⑥ 就労継続支援（Ａ型）   ⑦ 就労継続支援（Ｂ型）   ⑧ 就労定着支援   ⑨ 療養介護   ⑩ 短期入所（福祉型・医療型）  (３) 居住系サービス ① 共同生活援助（グループホーム）   ② 施設入所支援   ③ 自立生活援助  (4) 相談支援サービス ① 計画相談支援（サービス等利用計画作成）   ② 地域移行支援   ③ 地域定着支援 

２．自立支援医療等  (１) 自立支援医療等 ① 補装具費の支給   ② 自立支援医療   ③ 療養介護医療 

３．地域生活支援事業  
(１) 地域生活支援事業 ① 理解促進・啓発事業  ② 自発的活動支援事業  ③ 相談支援事業  ④ 成年後見制度利用支援事業  ⑤ 成年後見制度法人後見支援事業  ⑥ 意思疎通支援事業（手話通訳者派遣事業） 
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■第３章 計画の基本的な考え方   

 ⑦ 日常生活用具給付等事業  ⑧ 手話奉仕員養成研修事業  ⑨ 移動支援事業  ⑩ 地域活動支援センター事業 
４．障がい者支援（その他）  (１) 町独自事業 ① 障がい者等福祉タクシー利用助成事業  ② 高齢者等外出支援サービス事業  ③ 高齢者等交通費助成事業 
 ④ 地域活動支援センター通所交通費助成事業 

５．障がい児支援 
 (１) 障害児通所支援 ① 児童発達支援 

  ② 医療型児童発達支援 

  ③ 放課後等デイサービス 

  ④ 保育所等訪問支援 

  ⑤ 居宅訪問型児童発達支援 

 (２)障害児相談支援 ① 障害児相談支援 

 (３)その他 ① 医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整する 

  コーディネーターの配置 

６．障がい児支援（その他） 

 (１) 町独自事業 ① 軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業 

  ② 小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付事業 

  ③ 子ども発達支援センター等通所交通費助成事業 

  ④ 発達支援教室「あそびの広場」 

  ⑤ 地域子育て支援拠点 

  ⑥ 「いちいの会」の支援 

  ⑦ 特別支援教育の推進 
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■第４章 令和５年度の目標設定   

 第４章 令和５年度の目標設定 

 

 厚生労働省より発出されている「障害福祉サービス等の障害児通所支援等の円滑な実施を

確保するための基本的な指針（平成１８年厚生労働省告示第３９５号）～【最終改正 令和
２年厚生労働省告示第２１３号】」により、目標値を設定します。なお、当該目標値が達成さ

れないと見込まれる場合は、地域的な実情を踏まえ圏域や町の状況に則して目標値を設定し

ます。 
 

１．福祉施設入所から地域生活への移行  
地域生活への移行を進める観点から、福祉施設に入所している障がいのある方が施設を退

所し、グループホームや一般住宅等に居住し、地域生活を送ることができるようになること

を目指し、令和５年度における成果目標を設定します。 
 

■基本指針 

□地域生活移行者の増加 
令和５度末までに、令和元年度末時点の施設入所者数の６％（前回９％）以上が地域生活へ移

行することを基本とする。（北海道：２．４％） 
□福祉施設入所者の削減 
令和５年度末時点の施設入所者数を、令和元年度末時点の施設入所者数から１．６％（前回

２％）以上削減することを基本とする。（北海道：４．３％） 
 

■実績 

項 目 数 値 備 考 実 績 

施設入所者数 （Ａ） ３０人 平成２８年度末の施設入所者数 ２８人 

地域生活移行者数 （Ｂ） ２人 見込者数 ０人 

  6.6％ 移行割合（Ｂ／Ａ） ０％ 

減少目標値 （Ｃ） 1人 令和２年度末段階での削減見込者数 ２人 

  3.3％ 削減割合（Ｃ／Ａ） 7.1％ 
 

■目標設定 

項 目 数 値 備 考 

施設入所者数 （Ａ） ２８人 令和元年度末の施設入所者数 

地域生活移行者数 （Ｂ） １人 見込者数 

  3.6％ 移行割合（Ｂ／Ａ） 

減少目標値 （Ｃ） 1人 令和５年度末段階での削減見込者数 

  3.6％ 削減割合（Ｃ／Ａ） 
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■第４章 令和５年度の目標設定   

 平成２８年度末で３０人の入所者は平成元年度末では２８人の実績で２人の減でした。こ

れは、地域に移行した数値ではなく、死亡や医療が必要となり退所した人です。減少実績は

２人で目標値を超えていますが、地域移行の目的は達せられていません。 

 町内の入所支援施設は知的障害が重度の入所者が多く、障害の重度化や加齢により地域生

活から施設入所する人が主であり、退所して地域生活に移行できる人はいない現状にありま

す。従って、障害の重度化が施設入所の理由となっているため、今後は在宅やグループホー

ム等の地域で少しでも長く生活出来るように、利用者のニーズ把握に努め必要なサービス提

供に努めます。 
 

２．精神障がいにも対応した「地域包括ケアシステム」の構築  
国では、精神障がいのある方が、地域の一員として安心して自分らしい暮らしができるよ

う、精神保健医療・一般医療、障がい福祉・介護、住まい、社会参加（就労）、地域の助け

合いが包括的に確保された地域包括ケアシステムの構築を目指しています。 
このような精神障がいにも対応した「地域包括ケアシステム」の構築にあたっては、計画

的に地域の基盤を整備するとともに、精神科医療機関、一般医療機関、圏域の保健所、町保

健師・福祉担当職員、障がい福祉・介護保険事業者などとの重層的な連携による支援体制の

構築が必要となります。  
■基本指針 

□市町村ごとの保健、医療、福祉関係者による協議の場の設置状況  
令和２年度末までに全ての市町村ごとに協議会やその専門部会など保健、医療、福祉関係者に

よる協議の場を設置することを基本とする。（北海道：圏域に１か所）   
市町村単独での設置が困難な場合には、複数市町村による共同設置であっても差し支えない。  
※上記の基本指針は第６期の基本指針では削除されていますが、未設置のため引き続き圏域

で、設置の検討をします。   
□精神病床における１年以上長期入院患者数（６５歳以上、６５歳未満）  
令和５年度末の精神病床における１年以上長期入院患者数の目標値を設定する。  
□精神病床における早期退院率  
令和５年度における目標値を  
・入院後３か月時点の退院率については ６９％以上（北海道：６９％）  
・入院後６か月時点の退院率については ８６％以上（北海道：８６％）  
・入院後１年時点の退院率については  ９２％以上（北海道：９２％）  

とすることを基本とする。  
□精神障害者の精神病床から退院後１年以内の地域における平均生活日数の上昇   令和５年度末時点の平均生活日数を３１６日以上とする（北海道：３１６日）  
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■第４章 令和５年度の目標設定   

■実績 

目 標 実 績 

圏域内に平成 32年度末までに協議の場を設置 未設置 
 

■目標設定 

目  標 

保健・医療・福祉関係者等による協議の場の設置について圏域で設置する。 
 

 「精神障がいにも対応した『地域包括ケアシステム』の協議の場の設置」については、今

計画の基本指針から削除され、設置の記載はありません。設置については地域の精神科医療、

一般医療の協力が不可欠ですが、現在、地域の精神科では常勤医師が１名のみで医療体制が

十分ではない状況にあり、協議の場は未設置となっています。現在の状況下では、具体的な

目標設定は困難であると判断し、「圏域で設置する」ことを目標とします。 

 また、精神病床における目標値については設定出来ません。精神病床については病床が少

ないことや、町内の精神科では必要に応じて退院時のカンファレンスや訪問看護も実施さ

れ、相談支援センターや保健所等各関係機関が連携し支援を行っていることから、目標値は

設定しないことにします。 

 

３．地域生活支援拠点等が有する機能の充実  
国では、障がいのある方の高齢化・重度化や「親亡き後」を見据え、地域生活への移行、

相談、グループホーム等の体験機会の提供、緊急時の受け入れ体制、人材の確保・養成、そ

の他地域の体制づくり等の機能を集約した地域生活支援拠点等を各市町村または各圏域に

１つ以上確保することとしています。なお、前基本指針では令和２年度末までの設置として

いましたが、未整備の地域が多く、令和５年度まで引き続きの目標設定となっています。  
■基本指針 

□地域生活支援拠点等の整備  
令和５年度末までの間、各市町村又は各圏域に１つ以上の地域生活支援拠点等を確保しつつ、

その機能の充実のため、年１回以上運用状況を検証及び検討することを基本とする。    
■実績 

目 標 実 績 

近隣市町村等と共同整備等の検討をすすめる。 共同整備に向け会議を実施 
 

■目標設定 

目 標 

令和５年度末までに地域生活支援拠点を圏域で整備する。 
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■第４章 令和５年度の目標設定   

地域生活支援拠点整備については、檜山振興局主導により南檜山圏域での広域整

備をする方向で検討を重ねています。江差町内のあすなろ相談支援センターを拠点

整備の中心とし、江差福祉会に委託する方向性で協議中です。整備次期はまだ未定

ですが、第６期計画中に整備完了の見込です。 

 運用状況の検証及び検討を行うことについては、整備完了と同時に検証の準備も 

行うこととします。 

 

４．福祉施設から一般就労への移行等  
国では、福祉施設の利用者の一般就労への移行を推進するため、福祉施設の利用者のうち、

就労移行支援事業等（生活介護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援を行う事業をいう）

を通じて、令和５年度中に一般就労に移行する者の目標値及び就労定着支援事業を利用する

者の目標値を設定します。  
■基本指針 
□福祉施設から一般就労への移行等（令和５年度中）  

・福祉施設から一般就労への移行者数を令和元年度実績の１．２７倍以上とする。  
・就労移行支援事業への利用者数を令和元年度実績の１．３０倍以上とする。  
・就労継続支援Ａ型事業所への利用者数を令和元年度実績の概ね１．２６倍以上とする。  
・就労継続支援Ｂ型事業所への利用者数を令和元年度実績の概ね１．２３倍以上とする。  
・一般就労移行者のうち就労定着支援事業の利用を７割とする。  
・就労定着率８割以上の就労定着支援事業所を７割以上とする。  

（北海道：全て同数値で設定）   
■実績 

項 目 数 値 備 考 実 績 

一般就労への移行者数 0人 
平成 28年度において福祉施設 

1人 
を退所し一般就労した者の数 

一般就労への移行見込者数 1人 
令和２年度において福祉施設を

退所し一般就労する見込者数 
0人 

就労移行支援事業の利用者数 0人 
平成 28 年度末段階での利用者

数 
2人 

就労移行支援事業の利用見込者数 1人 
令和２年度末段階での利用見込

者数 
1人 

就労移行支援事業の利用者の増加 －  － 

職場定着率の増加 －  － 
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■目標設定 

項  目 数 値 目  標 数 値 

令和元年度の一般就労への移行実績 1人 令和５年度中の移行者数 1人 

令和元年度の就労移行支援から一

般就労への移行実績 
－ 
令和５年度中の就労移行支援か

ら一般就労への移行者数 
１人 

令和元年度の就労継続支援Ａから

一般就労への移行実績 
 ０人 

令和５年度中の就労継続支援Ａ

から一般就労への移行者数 
０人 

令和元年度の就労継続支援Ｂから

一般就労への移行実績 
 １人 

令和５年度中の就労継続支援Ｂ

から一般就労への移行者数 
1人 

令和元年度の就労移行支援から一

般就労への移行実績 
 ０人 

令和５年度中の就労移行支援か

ら一般就労への移行する者のう

ち就労定着支援の利用者数 

－ 

令和元年度の就労定着支援事業所数 ０カ所 
令和５年度の就労定着率が８割

以上の就労定着支援事業所数 
－ 

 

 

福祉施設から一般就労への移行実績は、平成２８年度と令和元年度に各１人ずつ、町内の

就労継続支援Ｂ型の利用者が同法人内の準職員に採用された実績です。地域的に一般就労が

出来る事業所やサービスも限られる為、率ではなく人数で目標値を設定することとし、令和

５年度の移行者数を１人とします。町内には就労移行支援事業所と就労定着支援事業所はあ

りませんが、テレワークを行っている就労移行支援事業所が函館にあり、１名の利用を見込

みました。また近年、近隣町や自町内に就労継続支援 B型事業所が相次いで開設されており、 

利用者の増が見込まれますが、一般就労への移行については、地域的な実情も踏まえ、就労

支援センター「すてっぷ」などの各関係機関と連携を図りながら、就労支援を行っていきま

す。 
 

５．障がい児支援の提供体制の整備等  
第１期江差町障がい児福祉計画では、障がい児支援の提供体制の整備として、通所支援等

の専門的な支援の確保及び共生社会の形成促進等の観点から基本指針が示されましたが、第

２期の基本指針もほぼ継続されたものが示されています。  
■基本指針 
□重層的な地域支援体制の構築を目指すための児童発達センターの設置及び保育所等訪問

支援の充実 

・令和５年度末までに、児童発達支援センターを各市町村または各圏域に少なくとも一カ 
所以上設置することを基本とする。 
・令和５年度末までに、全ての市町村において、保育所等訪問支援を利用できる体制を構築す 
ることを基本とする。 
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□難聴児支援のための中核的機能を有する体制の構築 
・令和５年度末までに、各都道府県において、児童発達支援センター、特別支援学校（聴覚障 
害）等の連携強化を図る等、難聴児支援のための中核的機能を有する体制を構築することを基 
本とする。 
□主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所及び放課後デイサービス事業所の確保 
・令和５年度末までに、主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイ 
サービス事業所を各市町村又は各圏域に少なくとも１カ所以上確保することを基本とする。 
□医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置及びコーディネーターの配置 
・令和５年度末までに、各都道府県、各圏域及び各市町村において、保健、医療、障害福祉、 
保育、教育等の関係機関等が連携を図るための協議の場を設けるとともに、医療的ケア児等に  関するコーディネーターを配置することを基本とする。なお、市町村単独での設置が困難な場  合には、都道府県が関与した上での、圏域での設置であっても差し支えない。  
■実績 

目 標 実 績 

令和２年度末まで児童発達支援センターを圏域で設置する。 未整備 

令和２年度末まで保育所等訪問支援の体制整備の構築する。 未構築 

令和２年度末まで重症心身障害児を支援する児童デイサービ

ス事業所を圏域で整備する。 
未整備 

平成 30年度末までに医療的ケア児支援のための関係機関の

協議の場を設置する。 

令和元年 11 月に自立支

援協議会内に協議の場を

設置 
 

■目標設定 

項  目 目 標 

児童発達支援センターの設置 
令和５年度末までに児童発達支援センターに関

する協議を圏域で実施する。 

保育所等訪問支援の体制の構築 
毎年度末に上ノ国子ども発達支援センターの利

用状況とサービス提供体制を確認する。 

重症心身障害児を支援する通所事業

所の確保 

毎年度末に対象者の有無とサービス提供体制を

確認する。 

医療的ケア児のためのコーディネー

ターの配置 

檜山振興局の主導での圏域の協議会に参加す

る。 
 

 

障がい児支援の提供体制の目標については、江差町単独での実施が困難な項目が多

く、医療的ケア児の協議の場の設置以外は、「未整備」となっています。児童発達支

援センターや保育所等訪問支援、重症心身障害児支援の事業所の設置等には、全て専 

門職員や有資格者等が必要ですが、地域的にも確保は難しく、現時点で設置や整備に

ついて具体的な目標を掲げることは困難な状況といえます。 
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 圏域の市町村がそれぞれに町内の障がい児の状況を把握し、上ノ国町子ども発達支

援センター等関係機関との情報共有を図り、実施可能なサービス提供体制について確

認、協議を行っていきます。町内には在宅での医療的ケア児がいるため、成長に伴い

必要なサービスや療育について、都度状態を把握し、ケア児とその保護者に対し必要

な支援を実施していきます。 

 

６．相談支援体制の充実・強化等（新規） 
 

重度の障害者等が地域において自立した日常生活又は社会生活を営むために障害福祉サ 

ービスの提供体制の確保とともに、サービスの適切な利用を支え、また、各種ニーズに対応 

する相談支援体制の構築が不可欠となっています。そのためには相談支援を行う人材の育成 

や個別事例における専門的な指導や助言を行うほか、地域の社会的基盤整備の実情を的確に 

把握し必要な施策を確保していかなければなりません。そこで、これらの取組を効果的に進 

めるために相談支援の中核機関である基幹相談支援センターの設置に向けた積極的な働き 
かけを行う必要があります。 

 

■基本指針 

□地域生活支援拠点等の整備 

令和５年度末までに、各市町村又は各圏域において、総合的専門的な相談支援の実施及び地域

の相談支援体制の強化を実施する体制を確保することを基本とする。 
（基幹相談支援センター等の中核機能を有する事業が担うことを検討する）  
■目標設定 

目 標 

令和５年度末までに圏域において基幹相談支援センター設置に向けた協議を行う。   
令和２年度中に地域生活支援拠点整備のため、近隣町広域で協議を行っていますが、その

際に基幹相談支援センターの必要性も協議されています。地域生活支援拠点は、江差福祉会

のあすなろ相談支援センターを拠点に整備を行う方向性ですが、整備段階で、基幹相談支援

センターに移行の可能性も視野に入れて協議しています。専門性の高い有資格者が必要とな

る為、近隣町と共に具体的な協議を進め、設置に向けた取り組みを行っていきます。 
７．障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築（新規）  
国では、障害福祉サービスの多様化により多くの事業者が参入している中、障害者総合支

援法の理念を念頭に利用者が真に必要とするサービスの提供が重要であるため、自治体職員

は真に必要とされているサービスが提供されているか検証を行って行くことが望ましいと

されています。 
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そのためには、適性な運営を行っている事業所の確保等のサービスの質等を向上させる取

組に関する事項を実施する体制の構築が必要となります。  
■基本指針 
□障害福祉サービス等の質を向上させる取組にかかる体制の構築 
令和５年度末までの間、各都道府県及び各市町村において、障害福祉サービス等の質を向上さ

せるための取組に関する事項を実施する体制を構築することを基本とする。  
■目標設定 

目 標 

・令和５年度末までに、北海道が実施するサービス事業所等に対する実地指導の際に市

町村が同席し、また、指導監査の結果についても市町村と共有できる体制を整える。 
  
現在、檜山振興局が実施している福祉サービス事業所等に対する実地指導において

は、これまで市町村は同席していませんでしたが、今後は、市町村も同席し、適正な

サービス提供を行っているかの確認を行い、指導監査結果についても共有し、改善内

容についても把握することで、事業所と共にサービスの質を向上させる取り組みを行

っていきます。  
８．障がい者等に対する虐待の防止（その他）  
障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（平成２３年法律第７９

号。以下「障害者虐待防止法」という。）が施行され、これまで江差町でも虐待通報事案に

対し、厚労省が発出している「市町村・都道府県における障害者虐待の防止と対応の手引き」

及び「障害者施設等における障害者虐待の防止と対応の手引き」に沿って北海道と協力して

対応してきました。在宅の障害者、施設の障害者等に対する対応が記されていますが、令和

２年１０月に「手引き」の改訂が行われ、その中で障害者福祉施設従事者による障害者虐待

において「市町村による任意の指導」が追記されました。このことを受けて江差町でも目標

を設定し虐待の防止に努めます。  
■目標設定 

目 標 

・障害者福祉施設等において虐待案件が発生した場合は検証等を行い、市町村からの任

意の行政指導を行う。 

・町内のサービス事業所に虐待通報の連絡先が明記されたリーフレットを掲示する。   
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 第５章 サービス等の見込量とその確保に係る方策 

 

１．障がい福祉サービス（自立支援給付） 

（１）訪問系サービス 
①居宅介護（ホームヘルプ） 
居宅において、入浴、排せつ及び食事等の介護や調理、洗濯及び掃除等の家事並びに 
生活等に関する相談及び助言、その他の生活全般にわたる援助を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
実績では、在宅が困難となり施設入所等が増え、利用数が減少していますが、見込み   では介護保険の介護度が軽く通院送迎等のサービスを利用することが出来ない手帳所持   者が、サービスを希望することが多く、微増すると見込まれます。引き続き、ケアマネ 
ジャーや相談支援専門員と情報を共有しサービスを必要とする方の把握に努め、サービ 
ス利用を希望した場合に速やかに提供できるよう、サービス提供事業者との連携を図り 
ます。  
②重度訪問介護 
重度の肢体不自由者（身体）や重度の知的・精神障がいで、常に介護を必要とする方に 
対して、居宅での入浴、排せつ、食事の介護等を行うほか、外出時における移動支援な 
どを総合的に行います。      
【見込量確保に係る方策】 
利用者が重度のため、コロナ感染防止や体調により利用できない日もあり減少してい 
ますが、入所施設利用者でも重度訪問介護を利用することが可能であり、町外の療養介 
護施設入所者も利用しています。コロナ禍で今後の利用見込は不明ですが、今後もサー 
ビス提供事業者と連携しサービス提供に努めます。    
サービス名 単 位 

実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

居宅介護 

（ホームヘルプ） 

人 32 27 27 29 29 29 

時／月 221 181 174 236 236 236 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

重度訪問介護 
人 2 1 0 1 1 1 

時／月 1 1 0 4 4 4 
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③同行援護 
視覚障がいにより移動に著しい困難がある方に対して、外出時に同行し移動に必要な情 
報を提供するとともに、移動の援護、排せつ及び食事等の介護など、外出の際に必要な援助 
を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
町内にサービスを提供できる事業所がなく、利用は見込んではおりません。なお、代替 
として、居宅介護サービスや地域生活支援事業（一割負担あり）の移動支援事業が同様の 
サービスを提供でき、当該支援をカバーすることができます。今後も支援を必要とする方 
の把握に努めます。  
④行動援護 
知的障がい、精神障がいにより行動上著しい困難がある方に対して、行動する際に生じる 
危険回避するために必要な援護を行うほか、外出の際の移動支援を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
町内にサービスを提供できる事業所がなく、利用は見込んではおりません。なお、代替 
として、居宅介護サービスや地域生活支援事業（一割負担あり）の移動支援事業が同様の 
サービスを提供でき、当該支援をカバーすることができます。今後も支援を必要とする方 
の把握に努めます。  
⑤重度障害者等包括支援 
常時介護が必要な方に対して、居宅介護等複数のサービスを包括的に提供します。     

【見込量確保に係る方策】 
対象者はおりますが常時介護者がそばにおり、現在はサービスの利用希望がなく、利用 
は見込んでおりません。対象者が支援を必要とした際に速やかにサービスを利用できるよ 
う、今後も支援を必要とする方の把握に努め、サービス提供事業所との連携を図ります。 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

同行援護 
人 1 0 0 0 0 0 

時／月 3 0 0 0 0 0 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

行動援護 
人 0 0 0 0 0 0 

時／月 0 0 0 0 0 0 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

重度障害者等 

包括支援 

人 0 0 0 0 0 0 

時／月 0 0 0 0 0 0 
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（２）日中活動系サービス 
①生活介護 
常時介護を要する方に、入浴、排せつ及び食事等の介護及びその他必要な日常生活上の支援 

や、創作的活動又は生産活動の機会の提供その他の身体機能又は生活能力の向上のために必要 
な援助を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
重度の利用者が施設入所支援と重複して利用している人が多く、障がいの重度化や死亡によ 

り微減となっていますが、特別支援学校の卒業者等により、見込を横ばいとしています。引き 
続きサービスを必要とする方の把握に努め、サービス提供事業所との連携を図ります。  
②自立訓練（機能訓練） 
身体障がいのある方に対し、自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間におけ 

る身体機能や生活能力の向上のために必要な訓練を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
町内にサービスを提供できる事業所がなく、利用は見込んではおりません。サービス提供事 

業所については道南地域で函館市内に１か所あり、特定の障がいのある方を対象としたサービ 
ス提供体制となっています。今後もサービスを必要とする方の把握に努めます。  
③自立訓練（生活訓練） 
知的障がいや精神障がいのある方に対し、自立した日常生活や社会生活ができるよう一定の 

期間、日常生活能力の向上のために必要な訓練を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
町内にサービスを提供できる事業所がなく、利用は見込んではおりません。サービス提供事 

業所については近郊の函館市内に数か所あります。今後もサービスを必要とする方の把握に努 
めます。 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

生活介護 
人 69 68 65 65 65 65 

人日／月 1,466 1,438 1,411 1,430 1,430 1,430 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

自立訓練（機能訓練） 
人 0 0 0 0 0 0 

人日／月 0 0 0 0 0 0 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

自立訓練（生活訓練） 
人 0 0 0 0 0 0 

人日／月 0 0 0 0 0 0 
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④自立訓練（宿泊型） 
知的障がいや精神障がいのある方に対し、居室その他の設備による家事等の日常生活能力を 

向上させるための支援や、生活等に関する相談及び助言その他必要な支援を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
町内にサービスを提供できる事業所がなく利用実績はありませんが、令和３年度に高等養護 

学校卒業者が道内の事業所の利用を希望しており、１名見込んでいます。引き続き、サービス 
を必要とする方の把握に努め、速やかに提供できるようサービス提供事業所との連携を図りま 
す。  
⑤就労移行支援 
就労を希望する障がいのある方に対し、生産活動や職場体験などの機会の提供を通じた就労 

に必要な知識や能力の向上のために必要な訓練、就労に関する支援を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
町内に事業所はなく、これまでは高等養護学校の卒業生で、就労継続支援Ｂ型等を利用する 

ため、就労移行支援事業所での就労アセスメントを必要とする人が主でしたが、函館でテレワ 
ークの利用も可能な事業所が開設され、利用相談もあることから養護学校卒業生と一般の利用 
者の２名の利用を見込んでいます。引き続き、関係機関と情報共有を図り、支援に繋げます。  
⑥就労継続支援（Ａ型） 
一般企業等での就労が困難な障がいのある方に対し、雇用契約を結び、原則最低賃金取得を 

保証する雇用型サービスです。事業者と雇用契約を締結して、生産活動の機会の提供し、就労 
に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
利用者が就労継続支援（Ｂ型）に移行しており、減少しています。これは近隣町にＢ型事業 

所が開設されたことに伴い、作業能力の高い利用者がリーダー的な立場でＢ型事業所に移行し 
サービス名 単位 

実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

自立訓練（宿泊型） 
人 0 0 0 1 1 1 

人日／月 0 0 0 30 30 30 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

就労移行支援 
人 0 1 ２ ２ ２ ２ 

人日／月 0 1 ２ 23 23 23 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

就労継続支援（Ａ型） 
人 6 5 4 4 4 4 

人日／月 134 119 90 88 88 88 
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たことが要因となっています。現在江差町にはＡ型事業所がなく、圏域の乙部町に２か所あり 
今後も継続的な利用が見込まれます。引き続き、相談支援センターや各関係機関と情報共有し、 
サービス利用を希望した場合に速やかに提供できるよう、サービス提供事務所との連携を図り 
ます。  
⑦就労継続支援（Ｂ型） 
一般企業等での就労が困難な障がいのある方に対し、雇用契約を結ばず、作業分だけ工賃と 

してもらう非雇用型のサービスです。生産活動の機会を提供し、就労に必要な知識及び能力の 
向上のために必要な訓練を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
近年、近隣町や町内に新規事業所が相次いで開設されており、利用者の増加を見込んでいま 

す。事業所が増えたことで利用者の選択肢も広がっており、引き続き、事業所等の周知に努め、 
各関係機関と情報を共有し適切なサービス提供に努めます。  
⑧就労定着支援 
就労に伴う生活面の課題に対応できるよう、企業や関係機関等との連絡調整や問題解決に向 

けて必要な支援を行います。     
【見込量確保に係る方策】    町内にサービスを提供できる事業所がなく、利用希望者もいませんので、利用は見込んでお 
りません。福祉的就労から一般就労へ移行することが大きな課題となっていますが、今後も各 
関係機関と情報共有を図ります。  
⑨療養介護    医療と常時介護が必要な方に対し、医療機関で機能訓練や療養上の管理、看護、介護、医療 
的管理下での介護や日常生活上の援助を行います。     

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

就労継続支援（Ｂ型） 
人 64 64 68 74 74 74 

人日／月 1,295 1,346 1,414 1,628 1,628 1,628 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

就労定着支援 人 0 0 0 0 0 0 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

療養介護 人 3 2 1 1 1 1 
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【見込量確保に係る方策】 
利用者の死亡により、減少しています。町内で医療的ケアを必要とする人の新規利用希望は 

ありませんので、現在町外で利用している人の継続的な利用が見込まれます。サービス利用を 
希望した際に速やかに提供できるよう、サービスを必要とする方の把握に努めます。  
⑩短期入所（福祉型・医療型）  在宅で障がいのある方を介護している保護者等が病気・冠婚葬祭等の場合に、障がいのある 
方が、短期間宿泊できる施設サービスを提供します。       
【見込量確保に係る方策】    福祉型・医療型共にレスパイト目的で不定期な利用があり、今後も、介護する方の高齢化に 
伴い、利用が高まることが見込まれます。引き続き、サービスを必要とする方の把握に努め、 
サービス利用を希望した際に速やかに提供できるよう、事業所や相談支援専門員等との連携に 
努めます。  

（３）居住系サービス 
①共同生活援助（グループホーム） 
主に夜間において、共同生活を営む住居で相談、入浴、排せつ及び食事の介護、その他日常 

生活上の援助を行います。         
【見込量確保に係る方策】 
令和２年度の利用は減少していますが、令和３年度より高等養護学校の卒業生等、サービス 

利用希望者がおり、見込は横ばいとしています。今後も地域での生活が長く継続出来るように、 
在宅サービス等の適切なサービス提供に努め、関係各機関と連携を図っていきます。 
整備見込量に関しては、令和３年１月に町内の社会福祉法人のグループホーム（１０名） 
が開設し、３００人の整備となっています。 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

短期入所（福祉型） 
人 1 1 1 2 2 2 

人日／月 8 11 7 10 10 10 

短期入所（医療型） 
人 0 1 1 1 1 1 

人日／月 0 1 1 3 3 3 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

共同生活援助 人 99 99 90 99 99 99 

 内精神障がい者 人 ― ― ― 0 0 0 

共同生活援助 

（整備見込量） 
人 290 290 300 300 300 300 
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②施設入所支援    施設の入所者に対し、主に夜間において入浴、排せつ及び食事等の介護、生活等に関する相 
談及び助言、その他の必要な日常生活上の支援を行います。     
【見込量確保に係る方策】 
実績では、障がいの重度化に伴った施設の退所等により、減少していますが、令和３年度よ 

りサービス利用希望者がおり、増加を見込んでいます。障害の重度化によりグループホームで 
空き待ちをしていた人が入所する傾向です。障害支援区分の高い方が多いことから、地域への 
移行は難しい現状ではありますが、地域の実情を踏まえ、施設入所者の減少を念頭に適切なサ 
ービス提供に努めます。  
③自立生活援助    障害者支援施設やグループホーム等からひとり暮らしをした方等に、一定期間、定期的な巡 
回訪問等の支援を行います。       
【見込量確保に係る方策】 
現在町内にサービスを提供できる事業所がなく、利用希望もないため、利用は見込んでいま 

せん。今後も障害者支援施設やグループホーム等への事業内容の周知に取り組み、サービスを 
必要とする方の把握に努めます。  

（４）相談支援サービス 
①計画相談支援（サービス等利用計画作成） 
必要なサービスを利用することができるように生活実態を明らかにし、利用計画を作成し、 

サービス事業所との連絡や調整を行います。また、現在サービスを利用されている方のモニタ 
リングを定期的に行います。     

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

施設入所支援 人 30 29 28 31 31 31 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

自立生活援助 人 0 0 0 0 0 0 

 内精神障がい者 人 ― ― ― 0 0 0 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

計画相談支援 人 171 167 171 175 175 175 
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【見込量確保に係る方策】 
実績では、１７０人前後で大きな増減はなく、今後も継続的な利用と養護学校卒業生や新規 
利用者も含め増加を見込んでいます。新規プラン作成以外のモニタリングについては、状態に 
応じて回数を増やす等の対応をしています。遠方の利用者もいることから、各相談支援事業所 
と情報共有を行い適切なサービス提供に努めます。  
②地域移行支援    施設や病院に長期入所等をしている障がいのある方に対し、住居の確保その他の地域におけ 
る生活に移行するための活動に関する相談等を行います。       
【見込量確保に係る方策】 
サービス利用希望がなく、利用は見込んでいません。町内にサービスを提供できる事業所が 

あり、必要な方がいつでも支援を受けられる体制となっています。今後も利用希望者の把握に 
努めます。  
③地域定着支援    施設や病院に長期入所等をしていた方が、地域生活に移行後、安心して地域生活を継続でき 
るよう連絡・相談等の支援を行います。        
【見込量確保に係る方策】 
サービス利用希望がなく、利用は見込んでいません。町内にサービスを提供できる事業所が   あり、必要な方がいつでも支援を受けられる体制となっています。今後も利用希望者の把握に   努めます。    

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

就労移行支援 人 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 内精神障がい者 人 ― ― ― ０ ０ ０ 

サービス名 単位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

地域定着支援 人 0 ０ ０ ０ ０ ０ 

 内精神障がい者 人 ― ― ― ０ ０ ０ 
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２．自立支援医療等 

（１）自立支援医療等 
①補装具費の支給 
補装具とは「身体に装着（装用）することで、身体機能を補完・代替し、日常生活や就労・ 

就業に、長期間にわたって継続して使用される装具」のことで、義肢や車いす等があります。 
補装具を必要とする身体に障がいのある方や難病患者に対して、購入費や修理費の給付を行っ 
ています。 
障がいのある方一人ひとりの状況に応じた支給に努めるとともに、需要動向をみながら、財 

源確保を図ります。  
②自立支援医療 
自立支援医療は、心身の障がいに必要な医療について医療費の自己負担を軽減する制度で 

「更生医療」「育成医療」「精神通院医療」があります。 
更生医療は、「１８歳以上の身体障がい者の障がいの軽減・機能改善（人工透析、人工股関節 

手術、心臓手術）のための医療費支給」、育成医療は、「１８歳未満の身体に障がいのある児童 
に対する手術等（斜視、股関節、心臓等の手術、人工透析等）のための医療費支給」、精神通院 
医療は、「精神障がい等、心の病気による通院医療費の支給」です。 
障がいのある方一人ひとりの状況に応じた支給に努めるとともに、需要動向をみながら、財 

源確保を図ります。  
③療養介護医療 
医療を必要とし、常時介護を必要とする身体に障がいのある方に、医療施設において療養介 

護医療の提供を行います。  
- 64 -



■第５章 サービス等の見込量とその確保に係る方策  
 

３．地域生活支援事業 

（１）地域生活支援事業   ①理解促進・啓発事業    障がいのある方が日常生活及び社会生活を営む上で生じる「社会的障壁」を除去する 
ため、障がいに対する理解を深めるための研修・啓発を通じて地域住民への働きかけを 
強化することにより、共生社会の実現を図ります。          【見込量確保に係る方策】    ヘルプマーク・カードの普及啓発（広報や町のホームページに掲載）を行い、令和３ 
年１月現在で、ヘルプマーク３１個を交付しています。今後についても、障がいのある 
方等の理解を深めるため、地域住民に対し理解促進に努めるとともに、啓発物品の作成 
や配布等の広報活動も継続します。    ②自発的活動支援事業    障がいのある方が自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう、障がいの 
ある方やその家族、地域住民等による地域における自発的な取り組みを支援することに 
より、共生社会の実現を図ります。       【見込量確保に係る方策】    現在、利用実績はありませんが、障がいのある方に対するボランティアやピアサポー 
ター等の自発的な取り組みの把握に努め、地域共生社会の実現を目指します。    ③相談支援事業    障がいのある方やその家族などからの相談に応じ、必要な情報の提供等の便宜を供与 
することや、権利擁護のために必要な援助を行うことにより、自立した日常生活又は社 
会生活を営むことができるよう支援に努め、相談支援機能の強化を図ります。      
サービス名 単 位 

実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

理解促進・

啓発事業 

実施有無 有 無 無 

有 有 有 
実施内容 

ヘ ル プ マ

ーク 17個

配布 

ヘ ル プ マ

ーク 11個

配布 

ヘ ル プ マ

ーク 3 個

配布 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

自発的活動支援

事業 
実施有無 無 無 無 有 有 有 
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       【見込量確保に係る方策】     委託事業所は１件ですが、あすなろ相談支援センターの相談実績が少ないため、町民 
に広く周知する必要があります。今後は、ホームページや広報紙などで周知に努めます。 
また、委託事業所と連携を図り、一人ひとりの状況やニーズに応じたサービス提供体制を 
整えていきます。  障害者相談支援事業では、随時、町職員が窓口や電話による相談に応じるほか、指定 
相談支援事業所に委託を行い、相談に応じます。     居宅入居等支援事業は事業としての実施はありませんが、障がいのある方の住居につ 
いての相談がある場合は、引き続き窓口で相談に応じます。  
④成年後見制度利用支援事業     成年後見制度を利用することが有用であると認められる知的障がい者又は精神障がい 
者に対し、成年後見制度の利用を支援することにより、障がいのある方の権利擁護を図り 
ます。     また、金銭管理が難しい障がいのある方に、日常生活自立支援事業（社会福祉協議会） 
等の制度の周知や利用支援を行います。       【見込量確保に係る方策】     成年後見制度が必要な障がいのある方を支援につなげるため、制度の普及促進等に努    めます。    ⑤成年後見制度法人後見支援事業    成年後見制度における後見等の業務を適正に行うことができる法人を確保できる体制  
を整備するとともに、市民後見人の活用も含めた法人後見の活動を支援することで、障が   いのある方の権利擁護を図ります。   

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

障害者相談支援

事業 
実施箇所 1 1 1 1 1 1 

居宅入居等支援

事業 
実施有無 無 無 無 無 無 無 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

成年後見制度利用

支援事業 
町長申立 0 0 0 1 1 1 
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【見込量確保に係る方策】   江差町社会福祉協議会「江差町成年後見支援センター」において、すでに法人後見支援 
事業も実施されているため、活動を支援することに努めます。  
⑥意思疎通支援事業（手話通訳者派遣事業）     聴覚、言語機能、音声機能、視覚、重度の身体その他の障がいや難病のため、意思疎 
通を図ることに支障がある方に、手話通訳者の派遣等を行い、意思疎通の円滑化を図り 
ます。 
手話通訳者の派遣等については、「北海道ろうあ連盟（北海道手話通訳派遣センター）」    と連携して行います。       【見込量確保に係る方策】     利用者のニーズ把握に努めるとともに、広域的な派遣依頼に対応できるよう手話通訳 

者等を確保することにより「北海道ろうあ連盟（北海道手話通訳派遣センター）」及び他 
市町村との連携を図ります。  
⑦日常生活用具給付等事業     重度の身体・知的・精神の障がいのある方、障がいのある児童及び難病患者等を対象 
に、日常生活上の便宜を図るため、自立生活支援用具等を給付します。     また、必要に応じて用具の種類や単価の見直しを行い、個々の障がい程度に合わせて 
必要な支援用具を給付できるように検討します。          
サービス名 単 位 

実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

成年後見制度法人

後見支援事業 
実施有無 有 有 有 有 有 有 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

意思疎通支援事業（手

話通訳者派遣事業） 
利用者数 1 1 0 1 1 1 
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             【見込量確保に係る方策】    日常生活支援用具等を必要としている方に対し、適切な利用が図られるよう、制度の
周知に努めます。また、医療的ケア児への支援として必要とされる新たな品目を追加し

利用者のニーズに対応できるよう、協議及び検討をします。 
⑧手話奉仕員養成研修事業    手話で日常会話を行うのに必要な手話語彙及び手話表現技術を習得した者を養成し、聴 
覚及び音声・言語機能に障がいのある方及び障がいのある児童のコミュニケーション支援 
を行い、日常生活又は社会生活を営むことができるよう支援を行います。      
【見込量確保に係る方策】    現時点で手話通訳の利用希望者がいないため、奉仕員養成研修の受講者を見込んでい   ませんが、「北海道ろうあ連盟（北海道手話通訳派遣センター）」と連携をはかり、手話   奉仕員養成研修等の周知や受講につなげていきます。  
⑨移動支援事業 
屋外での移動が困難な身体・知的・精神の障がいのある方や障がいのある児童を対象に 
外出時の移動の支援を行います。       

給付品目 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

介護・訓練支援等用具 件/年 0 0 0 1 1 1 

自立生活支援用具 件/年 0 1 0 1 1 1 

在宅療養等支援用具 件/年 0 3 0 1 1 1 

情報・意思疎通支援用具 件/年 1 1 0 1 1 1 

排せつ管理支援用具 件/年 255 209 204 222 222 222 

居宅生活動作補助用具

（住宅改修） 
件/年 0 0 0 0 0 0 

合  計 件/年 256 214 204 226 226 226 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

手話奉仕員養成研修

事業 
登録者数 0 0 0 0 0 0 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

移動支援事業 
利用者数 3 7 4 8 8 8 

時間/年 37 25 71 160 160 160 
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■第５章 サービス等の見込量とその確保に係る方策  
 

【見込量確保に係る方策】    利用者に大きな増減はありませんが、令和２年度において利用する時間が増えており、 
定期的な買い物同行のニーズが高くなっているため、利用増を見込んでいます。今後も移 
動支援を必要としている利用者のニーズを把握し、障がいのある方の社会参加や余暇活動 
の促進に努めます。  
⑩地域活動支援センター事業    地域活動支援センターの基本事業として、障がいのある方に対して、通所により創作的 
活動や生産活動の機会を提供するほか、社会との交流の促進などにより、福祉施設や関係 
機関と連携し、障がいのある方への地域生活支援の促進を図ります。 
（江差町、上ノ国町、厚沢部町、乙部町、奥尻町、八雲町（熊石地区）の６町で共同運営）      
【見込量確保に係る方策】  実績では、利用者数２名の減があります。新規利用者がいないことから、町内にある地 
域活動支援センター「ＮＰＯ法人あゆみ共同作業所」の周知を図り、障がいのある方が利 
用しやすい環境整備を推進していき、専門的な人材の確保や資質向上を図るよう働きかけ 
ていきます。                   

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

地域活動支援 

センター事業 

箇所数 1 1 1 1 1 1 

利用者数 8 7 6 6 6 6 
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■第５章 サービス等の見込量とその確保に係る方策  
 

４．障がい者支援（その他） 

（１） 町独自事業   ①障がい者等福祉タクシー利用助成事業    重度の障害者等に対し、タクシー料金の一部を助成することにより、障害者等の生活行   動範囲の拡大と社会参加の促進等を図ります。申請時等で利用者から困りごとなどを把握  するとともに、助成額の拡充等について検討します。    ②高齢者等外出支援サービス事業    一般交通機関を利用して外出することが困難な身体に障害がある者等に対し、移送用車   両による送迎を行うことにより、自立と生活の質の確保及びその家族の負担の軽減を図る   とともに、自立した日常生活を営むことができるよう支援します。    ③高齢者等交通費助成事業    難病患者が健康で明るく豊かな生活を営み、自立と社会活動への参加を促進するため 
「江差町高齢者・特定疾患者乗車証」を交付し、江差町内の路線バス運行区間のみの利用 
料金の２分の１を助成し、生活と福祉の向上を図ります。    ④地域活動支援センター通所交通費助成事業    江差町地域活動支援センター「あゆみ共同作業所」への通所に係る交通費の一部を助成 
し、障がい者世帯の経済的負担を軽減し福祉の増進を図ります。                    

- 70 -



■第５章 サービス等の見込量とその確保に係る方策  
 

５．障がい児支援 

（１）障害児通所支援   ①児童発達支援    就学前の児童に対して、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団 
生活への適応訓練等を行います。早期療育は、発達を促すこととなるため、対象と思われ 
る児童の保護者との相談やサービス利用の説明を行います。       【見込量確保に係る方策】    利用者数はほぼ横ばいですが、一方で一人に対する利用日数が増加傾向であることから、 
サービスを必要とする児童やそのニーズをより把握し、適切にサービスが提供できるよう 
利用者等に対し、支援してまいります。    ②医療型児童発達支援    就学前の児童に対して、日常生活における適切な習慣を確立するための基本的な動作の 
指導、社会生活への適応性を高めるような知識技能の付与、集団生活への適応訓練などを 
行うことと併せて、理学療法等の訓練や医療的管理に基づいた支援を行います。      
【見込量確保に係る方策】    現在、上ノ国町子ども発達支援センターでは、サービス提供を行っておりませんが、利 
用者のニーズ把握に努め、近隣町と連携を図り、協議・検討します。    
③放課後等デイサービス    学校に就学している支援が必要な児童に対して、授業の終了後又は夏休み等の長期休暇 
中に、生活能力の向上のために必要な訓練や社会との交流の促進等に必要な支援を行いま 
す。          

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

児童発達支援 
利用者数 9 11 10 10 10 10 

人日／月 30.7 30.5 39 40 40 40 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

医療型児童発達支援 
利用者数 0 0 0 0 0 0 

人日／月 0 0 0 0 0 0 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

放課後等 

デイサービス 

利用者数 7 10 8 10 10 10 

人日／月 43 47.5 52 52 52 52 
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■第５章 サービス等の見込量とその確保に係る方策  
 

【見込量確保に係る方策】    町内にサービス提供事業者がいないため、現在は、上ノ国町「たまみずき上ノ国町」の   開設により、利用希望に対応できています。利用日数については、増加傾向であるため、   今後もニーズ把握に努めます。事業所が遠方であるため、家族の送迎の負担を軽減する支   援の拡充を検討します。    ④保育所等訪問支援    家庭から保育所等に通いながら、児童発達支援事業所等へ併行通所（通園）している児 
童が、可能な限り地域における生活が継続できるために保育所等の集団生活を営む施設を 
訪問し、専門的な支援が必要な児童や保育所等のスタッフに対して、集団生活への適応の 
ための必要な支援を行います。      
【見込量確保に係る方策】    現在、上ノ国町子ども発達支援センターでは、サービス提供を行っておりませんが、利 
用者のニーズ把握に努め、近隣町と連携を図り、協議・検討します。    
⑤居宅訪問型児童発達支援    重度の心身障がい等がある就学前児童であって、児童発達支援等の障害児通所支援を受 
けるために外出することが著しく困難な児童に対して、居宅を訪問し日常生活における基 
本的な動作の指導、知識技能の付与等の支援を行います。        【見込量確保に係る方策】    現在、上ノ国町子ども発達支援センターでは、サービス提供を行っておりませんが、利 
用者のニーズ把握に努め、近隣町と連携を図り、協議・検討します。  

（２）障害児相談支援   ①障害児相談支援    障がいのある児童が障害児通所支援（児童発達支援・放課後等デイサービス等）を利用   する前に障害児支援利用計画を作成し、通所支援開始後、一定期間ごとにモニタリング等   の支援を行います。 
サービス名 単 位 

実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

保育所等訪問支援 
利用者数 0 0 0 0 0 0 

人日／月 0 0 0 0 0 0 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

居宅訪問型 

児童発達支援 

利用者数 0 0 0 0 0 0 

人日／月 0 0 0 0 0 0 

- 72 -



■第５章 サービス等の見込量とその確保に係る方策  
 

       【見込量確保に係る方策】    障害児相談支援の充実を図るため、相談支援事業所「あすなろ相談支援センター」と連 
携し、支援を必要としている障がいのある児童に対し、適切な利用計画を提供できるよう 
支援に努めます。  

（３）その他   ①医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置    医療的ケアを必要とする児童に関して、他分野にまたがる支援の利用を調整し、総合的 
かつ包括的な支援の提供につなげるとともに、協議の場に参画し、地域における課題の整 
理や地域資源の開発等を行いながら、支援のための地域づくりを推進します。     
【見込量確保に係る方策】    現在、配置している実績はありませんが、必要とする児童がいる場合に、適切な支援が 
受けられるよう、配置について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

障害児相談支援 利用者数 7 6 8 8 8 8 

サービス名 単 位 
実績（Ｒ２見込） 見 込 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 

コーディネーター 配置数 0 0 0 0 0 0 
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■第５章 サービス等の見込量とその確保に係る方策  
 

６．障がい児支援（その他） 

（１）町独自事業   ①軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業    音や話し声が聞こえにくい児童の言語の習得や社会性の向上を図り、福祉の増進に資す 
るため、身体障害者手帳の交付対象とならない軽・中等度の難聴児に対して、補聴器の購 
入又は修理に要する費用の一部を助成します。    ②小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付事業    医療費支給認定に係る小児慢性特定疾病児童等の福祉の増進を図るため、特殊寝台等の 
日常生活用具を給付します。    
③子ども発達支援センター等通所交通費助成事業    障がい児世帯の経済的負担を軽減するため。上ノ国町子ども発達支援センター及びたま 
みずき上ノ国町（放課後等デイサービス）への通所に係る交通費の一部を助成します。    なお、保護者の送迎の負担を軽減する支援の拡充を検討します。  
④発達支援教室「あそびの広場」    子どもの発達についての悩みを抱えている親子に対して、上ノ国町子ども発達支援セン 
ターの指導員と保健師による発達相談と発達を促す「あそび」の提供を行い、子どもの発 
達促進につなげていきます。    ⑤地域子育て支援拠点    家庭や地域における子育て機能の低下や、子育て中の親の孤独感や負担感の増大等に対 
応するため「地域子育て支援センター」を設置し、地域の子育て中の親子の交流促進や育 
児相談等を行います。    ⑥「いちいの会」の支援    障がいがある子ども持つ親の会（いちいの会）では定期的に会を開催し、親の悩みや子 
どものことについて情報交換を行っています。開催日に町の保健師を派遣し、各種相談に 
応じたり、制度の利用につなげる支援等を行っています。   ⑦特別支援教育の推進    身体・知的障がいをはじめ、学習障がい（ＬＤ）、注意欠陥・多動性障がい（ＡＤＨＤ）、 
高機能自閉症、軽度発達障がいのある児童が適切な支援を受けられるように特別支援教育 
の推進を図ります。  また、支援が必要な児童の個々の状態に応じたきめ細やかな特別支援教育を充実するた 
め、各小・中学校全５校に特別支援教育コーディネーターの配置を継続します。 
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  ■第６章 計画の推進に向けて  
 

 第６章  計画の推進に向けて  
１．計画の推進体制  
（１）全庁的な連携体制の推進  本計画を推進していくため、町行政の幅広い分野において、福祉・保健・教育の分野を中心に庁
内担当部署との連携を一層強化し、計画の進捗状況を踏まえながら本計画の課題把握に努めます。 
（２）国・道・近隣町との連携  本計画で定めた各種事業について、国・道の動向を確認しながら近隣町と連携を図り、総合的な
障がい福祉施策の推進に取り組みます。 
（３）地域との連携  町民（地域）、関係機関や事業所、町がそれぞれの役割を担い、それぞれが役割を果たしながら、
互いに協力し合うことで連携が図られる体制づくりを目指すとともに、町民の方々の障がいへの理

解や地域福祉の向上のため、社会福祉協議会などとも連携し、本計画の確実な推進を図ります。 
（４）計画及び制度の普及・啓発（新）  計画の内容並びに障がいのある方や障がいのある児童について、より多くの方に理解していただ
くため、町の広報紙やホームページ、パンフレットなどで障害福祉施策の普及・啓発に努めます。  
２．計画の進行管理と評価   本計画の推進にあたっては、「Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（点検・評価）、Ａｃ
ｔｉｏｎ（見直し・改善）」の理念を活用し、計画の実施状況の点検や評価を行い、必要な場合には

取り組みの内容の見直しを行う、ＰＤＣＡサイクルの構築が必要となります。このＰＤＣＡサイク

ルを使い、本計画で定めた成果目標や達成状況などを評価していき、障がい福祉施策に対する事業

のさらなる改善や計画の見直しにつなげていきます。   
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第６期 江差町障がい福祉計画 
第２期 江差町障がい児福祉計画 
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